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「授業力評価スタンダード」

スクールリーダー10　　年　　次５　　年　　次初　　年　　次段階
観点

Ⅰ．授業構想力

クラス全体や個々の学習者に適

した学習方法や教材を考慮し，

授業構成の検討に活かしている。

学習者が生活する地域社会の特

色，地域の抱えている問題点な

どを把握し，授業づくりに活か

している。

個々の学習者の実態（学習意

欲，リーダーシップ，理解度，

興味・関心，など）を把握し，

指導上配慮することを留意事

項として具体的に挙げている。

クラスの特性を把握し，授業

づくりに活かしている。

学習者の既習内容を理解し，

それを授業づくりに活かして

いる。

１．学習者の実態

把握

目標を，教科の性格・本質から

捉え，教師の授業評価と学習者

の自己評価の判定基準として活

用できるように段階的に設定し

ている。

目標を，教科の性格・本質か

ら捉え，授業構成の過程と授

業展開の実際を通じて検証で

き，授業構成の妥当性を検証

したり学習者の評価が可能な

ように設定している。

目標を，学習内容と学習活動

との一貫性を考慮して設定し

ている。

目標を，「関心・意欲・態度」，

「思考・判断」，「技能・表現」，

「知識・理解」の各観点から

捉えて設定している。

２．目標の分類と

設定

３．授業構成

教育内容を，知識内容としてだ

けではなく，知識習得の方法・

技能もふくめて総合的に捉え，

相互に関連づけて構成している。

学習者に多様な見方や考え方が

生まれ，多面的な学習活動へ展

開できる教材を選択し構成して

いる。

学習内容を，直接の学習対象

以外の事象への応用・転移を 

考慮して，概念・法則・理論

のレベルで捉え構成している。

問題を発見したり，仮説の検

証や主張の根拠づけに活用で

きるリアリティある教材を選

択し構成している。

子どもの理解度やクラスの特

性をふまえて，学習内容の選

択や構成を行っている。

子どもの理解度やクラスの特

性をふまえて，教材を適切に

選択し加工している。

学習指導要領や教科書の分析

を通して教科の内容編成をつ

かみ，単元や主題についての

学習内容を知識として整理し

ている。

学習内容を反映し，学習者に

とって具体性のある教材を選

択し構成している。

　１）学習内容の

構成

学習者が事象・対象から問題を

発見・設定し，資料を活用しな

がら集団で思考し問題解決して

いく授業過程を組織している。

学習内容や教材の特質，学習者

の実態に即して，主体的な探求

活動を促すように問いの表現や

学習の段階を工夫している。

授業の目標・内容との結びつき

とともに，学習者の特性やニー

ズをふまえて，学習法と学習形

態の選択に多様性と柔軟性があ

る。

事実から解釈・理論を発見・

探求していく方向へ，あるい

は解釈・理論を活用して事実

を説明する方向へと授業過程

を組織している。

授業全体を貫く主発問と補助

発問を区別し，それらを系列

化して構成している。

授業の目標・内容との結びつ

きとともに，学習者の学習意

欲の喚起を考慮して，学習法

と学習形態の効果的な組み合

わせを考えている。

学習者の答えを想定し，複数

の学習過程を用意している。

学習者から複数の予想（仮説）

が出るような問いを工夫して

いる。

授業の目標・内容との結びつ

きとともに，子どもの実態や

クラスの特性をふまえて，展

開可能な学習法・学習形態を

組み立てている。

導入・展開・終結の流れがあ

る学習過程を組織している。

学習内容の習得にむけて，問

いの順序性を考慮している。

授業の目標・内容に照らして ,

中心となる学習法・学習形態

を選択し展開している。

　２）学習方法の

組立

４．単元計画

学習問題に対する学習者の多様

な追求過程を考慮し，複線化し

た単元計画を構想している。

学習者の理解度や特性をふま

えつつ，目標と結びつけて，

単元の各主題，指導過程，時

間配分の関係性を明示してい

る。

学習の順次性とともに，学習

者の理解度や特性を考慮して，

主題，指導過程，時間数を計

画している。

学習の順次性を考慮して，主

題と時間数を割振っている。

　１）単元計画の

作成

授業の目標と結びつけて，複線

化する学習者の思考展開や学習

活動に合わせて学習指導案の形

式を選択するとともに，学習過

程の意図を合理的に説明できて

いる。

教授・学習活動，学習内容，

資料・教材を区分して記述す

るとともに，授業の目標との

関わりがわかるように学習過

程を示し記述できている。

目標・授業・評価の相互の結

びつきが読み取れるように指

導案を記述している。

学習指導案の一般的な形式項

目を理解し，授業の流れをイ

メージできるように記述して

いる。

　２）学習指導案

の作成

学習者が取り組む学習問題や学

習活動に即して，診断的評価

（指導前の評価），形成的評価

（指導過程での評価），総括的

評価（単元終了時のまとめの評

価），学習者の自己評価などの

評価活動を適切に選択し計画し

ている。

授業目標，授業構成，授業展

開の実際との一貫性のある具

体的な評価項目と評価活動・

方法を計画し明示している。

目標が具体的な到達目標や行

動目標として記述され，その

評価のための適切な方法（発

言，カルテ，プリント，ノー

ト，作品，ペーパーテスト等）

が選択されている。

「関 心・意 欲・態 度」，「思

考・判 断」，「技 能・表 現」，

「知識・理解」の各観点ごと

に，評価活動を計画している。

　３）学習評価計

画の作成
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観点

Ⅱ．授業展開力

教育への願いが，音声・表情・

所作と関わることを意識し，話

し方のレパートリーを増やし，

場面に応じて使い分け，表情豊

かに語りかけることができる。

教師の話し方や表情と学習者

の反応との関連を考え，話し

方を工夫したり，表情に気を

つけることができる。

学習者に対する話す目的や内

容に応じて，早さ，緩急，強

弱を考慮して話している。

学級全体に伝わる声の大きさ，

話しの速さで話すことができ

る。

自分の話し方の欠点を認知す

ることができる。

１．基礎的・基本

的 な 授 業 態 度

（音声・表情・

所作等）

２．教授・学習活

動の構成と展開

想定しなかった個の行動・思考

に対応するために立ち止まり，

展開の方法を変更することが出

来る。

特徴的な個への対応を配慮事

項として具体的に取り入れて

いる。

個の発言が，全体に響いてい

るかを捉えている。

個それぞれに学び方があるこ

とを理解し，その特性を捉え

ている。

個への配慮に対する意識があ

る。

学習の構えを作るための適切

な指示・助言を与えている。

　１）個や集団へ

の配慮

学習者がつまずいている点を推

測し，それを学習者が理解でき

るように示し，解決を図れるよ

うに説明できる。

学習者の理解の度合いを捉え，

適切な比喩や例を取り入れ，

説明することができる。

学習者の理解や納得を促すよ

うに，説明の手順が工夫され

ている。

わかりやすい言葉で，できる

だけ端的に説明することがで

きる。

　２）説明

個への助言とクラス全体への助

言が区別されているだけでなく，

個々の学習者の実態や特性を考

慮して，実行可能な適切な助言

を与えている。

個々の学習者の理解度を捉え，

個々にすべきか，全体にすべ

きかを判断することができる。

助言，指示を必要とする場面

を捉えることができる。

助言，指示が，個または，学

級全体に伝わったかを判断し

ている。

　３）助言・指示

板書，学習者の様子の把握，，学

習者の思考の展開についての考

察を３対３対４程度の割合でで

きる。

学習者の様子を観察しながら，

板書を書くことができる。

板書を見る学習者が何を考え，

何をつかんでいるかを推測し

ながら板書している。

板書と学習者の思考活動との

関係を捉えようとする。→書

くべき内容と書かなくても良

い内容を選別できる。

文字の筆順や見やすさを考慮

し，丁寧に板書することがで

きる。

学習問題と学習内容との関わ

りを，板書の内容に示してい

る。

　４）板書

学習者の学習にとって，どんな

教科書・補助教材，プリントが

良いかを考え，教材・教具を開

発している。

考えさせるためか，知識・技

能習得のためかという目的に

応じて，補助教材プリントの

活用を考えている。

その情報から，学習者がどの

ように考えるかを推測し，教

科書・補助教材プリントの活

用を考えている。

学習者にとって具体的で使い

やすく，理解しやすい教材・

教具を選択している。

　５）教材・教具

　　の活用

学習者の実態や特性を吟味して，

教師の演技が学習者にどんな影

響を与えるかを考え，場面に応

じた適切な演技をすることがで

きる。

学習者の理解度とともに，学

習場面や教材の特性に応じて，

適切だと考える演技を考える

ことができる。

学習者の理解度をつかみなが

ら，演技者としてふるまうこ

とができる。

授業において演技者としてふ

るまおうとしている。

　６）演技・表現

性

発問等で，予想された児童の思

考活動とは違う反応を捉え，学

習者の現時点の到達度を推定で

きる。

主発問による学習者の思考活

動への効果を推測し，適宜，

補助発問をすることができる。

自己の発問によって，学習者

にどのような思考を促してい

るか考えている。

学習者が何を問われているか

理解できる発問を発している。

　７）発問

学習者の発言や行為の真意を読

み取り，授業目標との関係を捉

え，指導過程を修正することが

できる。

学習者の発言や行為の真意を

読み取り，指導過程の修正が

必要かを考えることができる。

学習者の発言や行為の真意を

読み取り，適切な対応をして

いる。

学習者の発言や行為に受容的

な態度で応じている。

　８）学習者の発

言・行為への

対応

学習者の実態や特性から，彼ら

の行動・認知を推測し，学習環

境を創造している。

安全に配慮し，適切な指示を

あたえることができる。また，

子どもの反応から，学習環境

に配慮している。

学習環境が，学習者の安全性

及び，認知にどのような効果

を与えるかを考えている。

授業の展開に必要な教材・教

具や学習環境を整えている。

　９）学習環境の

構成とマネジ

メント

学習者の実態を直感的に捉え，

学習評価法の種類と使用場面と

を関連づけることができる。

用意した評価法を実施し，学

習内容と評価法との妥当性を

子どもの認知との関わりから

検討することができる。

用意した評価法を実施し，学

習内容と評価法との妥当性を

振り返ることができる。

評価の観点ごとに評価活動を

実施している。

３．学習評価の実

践

Ⅲ．授業評価力

予想外の反応に対してとった教

授行動を学習者の認知活動から

評価することができる。立ち止

まってとった教授行動が適切で

あったか指摘できる。

予想外の反応が生起した要因

を指摘できる。

予想外の反応に対して，別の

方法を考案することができる。

想定しなかった個の行動・思

考に対応するために立ち止ま

らねばならなかった地点を指

摘できる。

具体的な教師と学習者，学習

者と学習者の相互交流を指摘

できる。

予想した反応と予想外の反応

を区別し指摘できる。予想外

の反応の要因を探る視点を認

知している。

学習目標に照らして，実践さ

れた授業を評価し，改善点を

具体的に指摘できる。

１．自己の教育・

社会観，教育目

標，授業構成論，

指導法に対する

省察・評価と授

業改善
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「生徒指導力評価スタンダード」

スクールリーダー１０　年　経　験　者５　　年　　次初　　年　　次段階観点

生徒指導力
１．日々の生徒指導（学級経

営・学校経営）

変わり続ける子どもたちの生活状況
を的確に把握し，子どもたちが豊か
に成長していくことができるような
学校運営の方針を提案することがで
きる。

信頼できる情報に基づいて子どもた
ち一人ひとりの生活状況を的確にと
らえ，適切な指導方針を明確に説明
することができる。

他の教員の助言や情報を参考にしな
がら，子どもたち一人ひとりの生活
状況を把握することができる。

子どもたちの発達状況にあった心理
的特性に関する基礎的な知識を習得
し，子どもたち一人ひとりの生活状
況を把握することができる。

　１）児童生徒の生活状況の
把握

OJT と OFT

子どもたちの生活状況と教師集団の
特性をふまえながら，学校の状況に
ふさわしい人権教育の課題を提案し，
具体的な取り組みを例示することが
できる。

日々の生活の中で，子どもたちが他
者の人権を意識し，他者の気持ちに
沿いながら自分自身の思考や行動を
調整できるように指導することがで
きる。

信頼される教育的関係の中で，子ど
もたちが相互に認め合い，差別や偏
見のない生き方を求めようとする態
度を育むように支援することができ
る。

人権教育に関わる基礎的な知識を習
得し，子どもたち一人ひとりが相互
に支え合いながら学校生活を送るこ
とができるように指導することがで
きる。

　２）人権
OJT と OFT

学校目標の趣旨を理解し，子どもた
ちの生活状況にふさわしい学級目標
や諸施策が適正に開発されるように
ガイドラインを提示することができ
る。

学校目標の趣旨を理解し，これに基
づいて学級の特性に適した学級目標
を子どもたちと協同的に設定し，さ
らに，学級目標の達成のために具体
的な施策を工夫することができる。

学校目標の趣旨を理解し，他の教員
の助言や情報を参考にしながら学級
目標を設定し，これを実現させるた
めに必要とされる施策を工夫するこ
とができる。

　学校目標の趣旨を理解し，先輩教
員の示唆を得ながら，子どもたちの
実態にあった学級目標を設定し，こ
れを実現させるために必要とされる
施策を工夫することができる。

　３）学校目標・学級目標・
諸施策

OJT

教員と子どもたちが望ましい教育的
関係を維持し，活発にかかわり合う
ことができるように助言や支援を行
うことができる。

子どもたちが自分の立場と他者の立
場の双方に配慮しながら，安心して
生活することができるような教室の
状況を維持することができる。

子どもたち一人ひとりの存在が相互
に認められ，尊重されるような教室
の状況を維持することができる。

子どもたち一人ひとりと対話し，子
どもたちが安心して生活できるよう
な教室の状況を作り出すことができ
る。

　４）精神的な環境の整備
OJT と OFT

子どもたちや教師が望ましい教育的
環境を維持しながら学校生活を展開
していくことができるような学校環
境を工夫することができる。

子どもたちが主体的な学校生活を送
り，誤解や疑惑等が生じないような
環境を整備し，維持することができ
る。

子どもたちが安心して生活ができる
ようにするために，他の教員の助言
や情報を参考にしながら，教室の物
的な環境を整えることができる。

子どもたちが安心して生活ができる
ようにするために，先輩教員の示唆
を得ながら，教室の物的な環境を整
えることができる。

　５）物的な環境の整備
OJT

学級経営における係・班活動の意義
を若手教員に理解させ，適切な学級
経営が維持されるように配慮するこ
とができる。

子どもたちの信頼関係が深まるよう
な係・当番活動を整備し，すべての
子どもたちが参画し，有能感を味わ
うことができるように工夫すること
ができる。

子どもたちの役割意識が活性化され
るような係・当番活動を整備し，す
べての子どもたちが参画できるよう
に工夫することができる。

教室内での役割組織を理解し，すべ
ての子どもたちが係・当番活動に参
画することができるように工夫する
ことができる。

　６）係・当番活動
OJT

いじめ防止対策を具体的に立案し，
学校全体の問題として取り組むこと
ができるような体制を整備すること
ができる。

子どもたちの行動を公正に見守り，
いじめの原因となる差別や偏見，無
関心が生じないように，日々の生活
を指導していくことができる。

いじめが生じる原因とこれを防止す
るために試みられた様々な取り組み
に関する情報を日々の生徒指導の場
面で生かすことができる。

いじめが生じる原因とこれを防止す
る対策に関しての基礎的な知識を習
得し，日々の生徒指導の場面で生か
すことができる。

　７）いじめ防止対策
OJT と OFT

２．意図的，計画的な生徒指
導（道徳・特別活動・総合
的な学習の時間等）

子どもたちが教師や他の子どもたち
と相互にかかわりながら，自分自身
の生き方を反省的に見つめ直し，よ
り豊かにしていくことができるよう
な学習指導場面を具体的に構想し，
実践に至るまでの工夫を若手教員に
例示することができる。

子どもたち一人ひとりが他者ととも
に生活しながら，自分の生き方や職
業観，勤労観を豊かにしていくこと
ができるような指導内容を自立的に
開発し，子どもたちが自分自身の生
活をより適正なものに改善していく
ように指導していくことができる。

優れた実践事例を参考にしながら，
子どもたちの生活状況にあった学習
課題を設定し，子どもたちが自分の
生き方を考えていくことができるよ
うな指導計画を立案し，実践するこ
とができる。

道徳や特別活動，総合的な学習の時
間の趣旨を理解し，子どもたちが自
分の生き方を考えていくことができ
るような指導計画を立案し，実践す
ることができる。

　１）生き方
OJT と OFT

学校の危機管理や衛生管理に関する
基礎的な知識を習得し，子どもたち
の健康と安全を保証することができ
るような学校運営を具体的に提案し，
若手教員に指導することができる。

子どもたちの生活状況をふまえなが
ら，健康や安全に関する子どもたち
の意識を高めさせるような指導内容
を自立的に開発し，子どもたちが自
分自身の生活を改善していくことが
できるように指導することができる。

他の教員の助言や情報を参考にしな
がら，子どもたちに健康や安全に関
する意識を高めさせるような指導内
容を開発し，子どもたちが自分自身
の生活を改善していくことができる
ように指導することができる。

子どもたちの健康や安全に関わる基
礎的な知識を習得し，子どもたち自
身が健康管理や安全に関する意識を
高めていくことができるような指導
を実践することができる。

　２）健康・安全
OJT と OFT

学校行事の趣旨が全教員に理解され
るように，ガイドラインを示し，子
どもたちの取り組みが最適なものに
なるように助言や支援を行うことが
できる。

学校行事の趣旨を子どもたちに理解
させて，子どもたちが様々な活動を
通して他者とかかわり，自分自身を
豊かにしていくことができるように
指導していくことができる。

学校行事の趣旨を理解し，他の教員
の助言や情報を参考にしながら，子
どもたちが積極的に参加することが
できるように指導することができる。

先輩教員の示唆に基づいて学校行事
の趣旨を理解し，子どもたちが積極
的に参加することができるように指
導することができる。

　３）学校行事
OJT

子どもたちが記述した報告文を解釈
する方法と，対話的な指導を展開し
ていく方法を若手教員に具体的に例
示することができる。

子どもたちが自分自身の生き方を見
つめ直すために記述した報告文を的
確に評価し，子どもたち一人ひとり
に対して，対話的な指導によって適
正な助言を行うことができる。

他の教員の助言や情報を参考にしな
がら，子どもたちが記述した報告文
の内容を子どもたち一人ひとりの生
活状況に基づいて理解し，適切な助
言を与えることができる。

子どもたちが記述した報告文の内容
を子どもたち一人ひとりの生活状況
をふまえながら理解し，適切な助言
を与えることができる。

　４）子どもたちの自己評価
活動と対話的指導

OJT

３．必要に応じて展開される
生徒指導

子どもたちと教員の対話が適切に行
われるような環境を整備し，若手教
員のために，教育相談の基本的なガ
イドラインを提示することができる。

悩みや不安を抱いている子どもたち
の状況を的確に把握し，問題の解決
への道筋を適切に指導・助言するこ
とができる。

他の教員の助言や情報を参考にしな
がら，子どもたちが安心して相談す
ることができる場を工夫し，子ども
たち一人ひとりの思いを理解しなが
ら，適切な助言を行うことができる。

先輩教員の示唆に基づいて，子ども
たちが安心して相談することができ
るような場を工夫し，子どもたち一
人ひとりの思いを理解しながら，適
切な助言を行うことができる。

　１）教育相談
OJT と OFT

特別支援教育を必要とする子どもた
ちの保護者と教員，関係機関の専門
員が連携し，協同的に個別の教育支
援計画や個別の指導計画を工夫して
いくことができるような環境に配慮
し，助言や支援を行うことができる。

障害をもつ子どもの生活状況や将来
への願いを的確に把握し，個別の教
育支援計画や個別の指導計画を立案
し，その子どもが自立的に生活を展
開することができるように適正な支
援を行うことができる。

発達障害やその他の障害をもつ子ど
もたちの障害の状況や本人と保護者
の願いを的確に把握し，先輩教員の
助言を受けながら，個別の教育支援
計画や個別の指導計画を立案し，特
別支援を実際に展開していくことが
できる。

発達障害に関する基礎的な知識を習
得し，先輩教員の支援を受けながら，
障害を持つ子どものために構想され
る個別の教育支援計画や個別の指導
計画を立案し，特別支援を実際に展
開していくことができる。

　２）特別支援教育
OJT と OFT

問題行動を起こした子どもの背景に
ある事情と問題行動の直接的な原因
を当該の教員と連携しながら的確に
把握し，具体的な相談や治療，指導
の方針を助言し，支援することがで
きる。

問題行動を起こした子どもの背景に
ある事情と問題行動の直接的な原因
を的確に把握し，相談，治療，指導
を通して，自立的な反省や更正を促
すように指導することができる。

スクールリーダーから示唆を受けな
がら，問題行動を起こした子どもへ
の相談，治療，指導を行い，その子
どもに対して，自立的な反省や更正
を促すように指導することができる。

子どもの問題行動に対処するために
必要とされる基礎的な知識を習得し，
先輩教員の支援を受けながら，相談
や治療，指導を行うことができる。

　３）問題行動
OJT と OFT

４．子どもたちへの評価と査
定

子どもたちの行動を観察し，その気
づきを記録していく若手教員に対し
て，留意するべき事項を具体的に助
言することができる。

保護者や他の教員からの情報と子ど
もたち一人ひとりの日々の行動を参
考にしながら，生活状況に関する気
づきと課題を記録し，子どもたちの
生活がより豊かなものに改善される
ように助言することができる。

保護者や他の教員からの情報と子ど
もたちの具体的な行動を参考にしな
がら，子どもたちの生活状況を記録
し，より豊かな生き方を目指すため
に必要とされる課題を明確にするこ
とができる。

先輩教員の助言や保護者からの情報
を参考にしながら，子どもたちの具
体的な行動から子どもたちの生活状
況を公正に把握し，記録に残すこと
ができる。

　１）子どもたちの生活状況
に関する気づきの記録

OJT

若手教員が子どもたちの生活および
行動の記録や所見を通信票や指導要
録に適正に記述し，説明責任のある
査定ができるるように助言や例示，
支援を行うことができる。

子どもたちが記述した報告文や日々
の生活行動の観察記録に基づいて，
通信票や指導要録の生活及び行動の
記録や所見を適正に記述し，説明責
任を明らかにすると同時に，保護者
との連携や生徒指導に生かすことが
できる。

他の教員からの情報を参考にしなが
ら，子どもたちが記述した報告文や
日々の生活行動の観察記録に基づい
て，通信票や指導要録の生活及び行
動の記録や所見を適正に記述し，生
徒指導に生かすことができる。

先輩教員の助言を受けながら，子ど
もたちが記述した報告文や日々の生
活行動の観察記録に基づいて，通信
票や指導要録の生活及び行動の記録
や所見を適正に記述し，生徒指導に
生かすことができる。

　２）評価と査定
OJT

・OJT は，校内研修。
・OFT は，校外研修。
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「協働力評価スタンダード」

スクールリーダー10　　年　　次５　　年　　次初　　年　　次段階
観点

学校教育目標の達成に向けて，

自らの校務を分掌できるととも

に，他の校務分掌についても把

握し，その担当者に必要な助

言・指導を行うことができる。

校務の全体像を，学校教育目

標と関係づけて理解し，自ら

担当している校務分掌が，学

校教育目標の実現に寄与して

いるか考えて実践することが

できる。

自ら担当している校務分掌を，

責任をもって遂行することが

できる。

自ら担当している校務分掌を，

校務主任や先輩教員に相談し

ながら遂行することができる。

校務分掌

校

内

に

お

け

る

協

働

教科等のカリキュラムを構想し

たりカリキュラムに基づいた実

践を遂行するために，管理職や

同僚と協働したり，他の教員を

指導したりすることができる。

児童・生徒の教科等における

学習を支援する方策を企画・

立案するために，管理職や同

僚と協働することができる。

児童・生徒の教科等における

学習を支援するため，管理職

や同僚と連携を密にすること

ができる。

児童・生徒の教科等における

学習を支援するため，教科主

任や先輩教員に，進んで相談

したり，指導を受けたりする

ことができる。

教科等におけ

る協働

学校運営の観点から，児童・生

徒のより良い人間形成のために

管理職や同僚と協働したり，他

の教員を指導したりすることが

できる。

学校全体を視野に入れながら，

児童・生徒のより良い人間形

成のために管理職や同僚と協

働するとともに，学校の方針

や具体的な方策を提案するこ

とができる。

児童・生徒のよりよい人間形

成のため，管理職や同僚と連

携を密にすることができる。

児童・生徒のよりよい人間形

成のため，学年主任や先輩教

員に，進んで相談したり指導

を受けたりすることができる。

生徒指導にお

ける協働

円滑な学校運営のために，人間

関係を調整するなど職場環境を

整えることができる。

学校教育目標の達成に向けて，

他の教員と円滑な関係を築い

たり，人間関係を調整したり

することができる。

学校教育目標の達成に向けて，

他の教員と円滑な関係を築く

ことができる。

他の教員と協働して，教育活

動に携ることができる。

連携しようと

する態度

学校教育目標の達成に向けて，

地域の良さを理解し，保護者や

地域の人，各種専門機関（医療

機関，大学など）と円滑な関係

を築き，進んで地域に貢献する

ことができる。

学校教育目標の達成に向けて，

地域の良さを理解し，保護者

や地域の人，各種専門機関

（医療機関，大学など）と円

滑な関係を築くことができる。

児童・生徒のよりよい学びや

成長のために，地域の良さを

理解し，保護者や地域の人と

連携を深めることができる。

保護者と連携を取りながら児

童・生徒の成長を支えること

ができる。

保護者・地域

等との連携保
護
者
・
地
域
と
の
協
働

保護者や地域の人の学校に対す

る想いを聴き，受けとめること

ができる。

保護者や地域の人の学校に対

する想いを聴き，受けとめる

ことができる。

保護者や地域の人の学校に対

する想いを聴き，受けとめる

ことができる。

保護者や地域の人の学校に対

する想いを聴き，受けとめる

ことができる。

連携しようと

する態度
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授業力・生徒指導力・協働力アンケート結果

　授業力・生徒指導力・協働力評価スタンダードの妥当性を確認するため，下記の要領でアンケー

ト調査を実施した。

　対　　象：１０年経験者研修（小学校教員：２９名。中学校教員：３５名。高等学校教員：４５名。）　
　

　実 施 日：２００７年１２月２５日（１０年経験者研修の最終日）
　

　実施方法：資料編の授業力・生徒指導力・協働力評価スタンダードの上欄の段階を除いたものを

調査用紙とし，現時点での自己評価を求めた。
　

　集計方法：「現時点での自己評価」には，自己評価した者の割合を各段階（１〜４）ごとに％で

示した。

　　　　　　「研修で有効だったこと」の欄には，本年度（平成１９年度）の１０年経験者研修で，

研修内容がその項目の力を付ける上で有効であったと回答した者の割合を％で示した。

　　　　　　「１年後の自己評価」欄は，現時点で空欄になっている。これは，１年後，この用紙を

１０年経験者研修生に配布し，１年後の自己の力を評価し記入するための欄である。こ

の評価をもとに，研修と研修終了後１年間の勤務後にどのように変容するかを調査す

るためのものである。研修直後の研修評価に対して，研修１年後の長期評価である。

（資料編の「授業力・生徒指導力・協働力アンケート結果」参照）
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総
合

的
に

捉
え

，
相

互
に

関
連

づ
け

て
構

成
し

て
い

る
。

学
習

者
に

多
様

な
見

方
や

考
え

方
が

生
ま

れ
，

多
面

的
な

学
習

活
動

へ
展

開
で

き
る

教
材

を
選

択
し

構
成

し
て

い
る

。

学
習

内
容

を
，

直
接

の
学

習
対

象
以

外
の

事
象

へ
の

応
用

・
転

移
を

 考
慮

し
て

，
概

念
・

法
則

・
理

論
の

レ
ベ

ル
で

捉
え

構
成

し
て

い
る

。

問
題

を
発

見
し

た
り

，
仮

説
の

検
証

や
主

張
の

根
拠

づ
け

に
活

用
で

き
る

リ
ア

リ
テ

ィ
あ

る
教

材
を

選
択

し
構

成
し

て
い

る
。

子
ど

も
の

理
解

度
や

ク
ラ

ス
の

特
性

を
ふ

ま
え

て
，

学
習

内
容

の
選

択
や

構
成

を
行

っ
て

い
る

。
 

子
ど

も
の

理
解

度
や

ク
ラ

ス
の

特
性

を
ふ

ま
え

て
，

教
材

を
適

切
に

選
択

し
加

工
し

て
い

る
。

学
習

指
導

要
領

や
教

科
書

の
分

析
を

通
し

て
教

科
の

内
容

編
成

を
つ

か
み

，
単

元
や

主
題

に
つ

い
て

の
学

習
内

容
を

知
識

と
し

て
整

理
し

て
い

る
。

学
習

内
容

を
反

映
し

，
学

習
者

に
と

っ
て

具
体

性
の

あ
る

教
材

を
選

択
し

構
成

し
て

い
る

。

１
）

学
習

内
容

の
構

成

２
７
５

.９
％

２

３
１
３

.８
％

３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

５
８

.６
％

２
４

.１
％

１
学

習
者

が
事

象
・

対
象

か
ら

問
題

を
発

見
・

設
定

し
，

資
料

を
活

用
し

な
が

ら
集

団
で

思
考

し
問

題
解

決
し

て
い

く
授

業
過

程
を

組
織

し
て

い
る

。
学

習
内

容
や

教
材

の
特

質
，

学
習

者
の

実
態

に
即

し
て

，
主

体
的

な
探

求
活

動
を

促
す

よ
う

に
問

い
の

表
現

や
学

習
の

段
階

を
工

夫
し

て
い

る
。

授
業

の
目

標
・

内
容

と
の

結
び

つ
き

と
と

も
に

，
学

習
者

の
特

性
や

ニ
ー

ズ
を

ふ
ま

え
て

，
学

習
法

と
学

習
形

態
の

選
択

に
多

様
性

と
柔

軟
性

が
あ

る
。

事
実

か
ら

解
釈

・
理

論
を

発
見

・
探

求
し

て
い

く
方

向
へ

，
あ

る
い

は
解

釈
・

理
論

を
活

用
し

て
事

実
を

説
明

す
る

方
向

へ
と

授
業

過
程

を
組

織
し

て
い

る
。

授
業

全
体

を
貫

く
主

発
問

と
補

助
発

問
を

区
別

し
，

そ
れ

ら
を

系
列

化
し

て
構

成
し

て
い

る
。

授
業

の
目

標
・

内
容

と
の

結
び

つ
き

と
と

も
に

，
学

習
者

の
学

習
意

欲
の

喚
起

を
考

慮
し

て
，

学
習

法
と

学
習

形
態

の
効

果
的

な
組

み
合

わ
せ

を
考

え
て

い
る

。

学
習

者
の

答
え

を
想

定
し

，
複

数
の

学
習

過
程

を
用

意
し

て
い

る
。

学
習

者
か

ら
複

数
の

予
想

（
仮

説
）

が
出

る
よ

う
な

問
い

を
工

夫
し

て
い

る
。

授
業

の
目

標
・

内
容

と
の

結
び

つ
き

と
と

も
に

，
子

ど
も

の
実

態
や

ク
ラ

ス
の

特
性

を
ふ

ま
え

て
，

展
開

可
能

な
学

習
法

・
学

習
形

態
を

組
み

立
て

て
い

る
。

導
入

・
展

開
・

終
結

の
流

れ
が

あ
る

学
習

過
程

を
組

織
し

て
い

る
。

学
習

内
容

の
習

得
に

む
け

て
，

問
い

の
順

序
性

を
考

慮
し

て
い

る
。

授
業

の
目

標
・

内
容

に
照

ら
し

て
,

中
心

と
な

る
学

習
法

・
学

習
形

態
 を

選
択

し
展

開
し

て
い

る
。

２
）

学
習

方
法

の
組

立

２
５
５

.２
％

２

３
２
０

.７
％

３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

授
業
力
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
小
学
校
）



−６９−

１
年

後
の

自
己

評
価

研
修

で
有

効
だ

っ
た

こ
と

現
時

点
で

の
自

己
評

価
４

３
２

１

４
．

単
元

計
画

１

４
４

.８
％

２
４

.１
％

１
学

習
問

題
に

対
す

る
学

習
者

の
多

様
な

追
求

過
程

を
考

慮
し

，
複

線
化

し
た

単
元

計
画

を
構

想
し

て
い

る
。

学
習

者
の

理
解

度
や

特
性

を
ふ

ま
え

つ
つ

，
目

標
と

結
び

つ
け

て
，

単
元

の
各

主
題

，
指

導
過

程
，

時
間

配
分

の
関

係
性

を
明

示
し

て
い

る
。

学
習

の
順

次
性

と
と

も
に

，
学

習
者

の
理

解
度

や
特

性
を

考
慮

し
て

，
主

題
，

指
導

過
程

，
時

間
数

を
計

画
し

て
い

る
。

学
習

の
順

次
性

を
考

慮
し

て
，

主
題

と
時

間
数

を
割

振
っ

て
い

る
。

１
）

単
元

計
画

の
作

成

２
４
１

.４
％

２

３
３
４

.５
％

３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

８
６

.２
％

１
０

.３
％

１
授

業
の

目
標

と
結

び
つ

け
て

，
複

線
化

す
る

学
習

者
の

思
考

展
開

や
学

習
活

動
に

合
わ

せ
て

学
習

指
導

案
の

形
式

を
選

択
す

る
と

と
も

に
，

学
習

過
程

の
意

図
を

合
理

的
に

説
明

で
き

て
い

る
。

教
授

・
学

習
活

動
，

学
習

内
容

，
資

料
・

教
材

を
区

分
し

て
記

述
す

る
と

と
も

に
，

授
業

の
目

標
と

の
関

わ
り

が
わ

か
る

よ
う

に
学

習
過

程
を

示
し

記
述

で
き

て
い

る
。

目
標

・
授

業
・

評
価

の
相

互
の

結
び

つ
き

が
読

み
取

れ
る

よ
う

に
指

導
案

を
記

述
し

て
い

る
。

学
習

指
導

案
の

一
般

的
な

形
式

項
目

を
理

解
し

，
授

業
の

流
れ

を
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

よ
う

に
記

述
し

て
い

る
。

２
）

学
習

指
導

案
の

作
成

２
３
４

.５
％

２

３
５
１

.７
％

３

４
３

.４
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

４
４

.８
％

１
３

.８
％

１
学

習
者

が
取

り
組

む
学

習
問

題
や

学
習

活
動

に
即

し
て

，
診

断
的

評
価

（
指

導
前

の
評

価
），

形
成

的
評

価
（

指
導

過
程

で
の

評
価

），
総

括
的

評
価

（
単

元
終

了
時

の
ま

と
め

の
評

価
），

学
習

者
の

自
己

評
価

な
ど

の
評

価
活

動
を

適
切

に
選

択
し

計
画

し
て

い
る

。

授
業

目
標

，
授

業
構

成
，

授
業

展
開

の
実

際
と

の
一

貫
性

の
あ

る
具

体
的

な
評

価
項

目
と

評
価

活
動

・
方

法
を

計
画

し
明

示
し

て
い

る
。

目
標

が
具

体
的

な
到

達
目

標
や

行
動

目
標

と
し

て
記

述
さ

れ
，

そ
の

評
価

の
た

め
の

適
切

な
方

法
（

発
言

，
カ

ル
テ

，
プ

リ
ン

ト
，

ノ
ー

ト
，

作
品

，
ペ

ー
パ

ー
テ

ス
ト

等
）

が
選

択
さ

れ
て

い
る

。

「
関

心
・

意
欲

・
態

度
」
，
「

思
考

 ・
判

断
」，

「
技

能
・

表
現

」，
「

知
識

・
理

解
」

の
各

観
点

ご
と

に
，

評
価

活
動

を
計

画
し

て
い

る
。

３
）

学
習

評
価

計
画

の
作

成

２
８
２

.８
％

２

３
３

.４
％

３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答



−７０−

１
年

後
の

自
己

評
価

研
修

で
有

効
だ

っ
た

こ
と

現
時

点
で

の
自

己
評

価
４

３
２

１

Ⅱ
．
授
業
展
開
力

１

２
７

.６
％

６
.９

％
１

教
育

へ
の

願
い

が
，

音
声

・
表

情
・

所
作

と
関

わ
る

こ
と

を
意

識
し

，
話

し
方

の
レ

パ
ー

ト
リ

ー
を

増
や

し
，

場
面

に
応

じ
て

使
い

分
け

，
表

情
豊

か
に

語
り

か
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

教
師

の
話

し
方

や
表

情
と

学
習

者
の

反
応

と
の

関
連

を
考

え
，

話
し

方
を

工
夫

し
た

り
，

表
情

に
気

を
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
習

者
に

対
す

る
話

す
目

的
や

内
容

に
応

じ
て

，
早

さ
，

緩
急

，
強

弱
を

考
慮

し
て

話
し

て
い

る
。

学
級

全
体

に
伝

わ
る

声
の

大
き

さ
，

話
し

の
速

さ
で

話
す

こ
と

が
で

き
る

。
自

分
の

話
し

方
の

欠
点

を
認

知
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

１
．

基
礎

的
・

基
本

的
な

授

業
態

度
（

音

声
・

表
情

・

所
作

等
）

２
３
１

.０
％

２

３
５
８

.６
％

３

４
３

.４
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

 ２
．

教
授

・
学

習
活

動
の

構
成

と
展

開

１

３
４

.５
％

１
０

.３
％

１
想

定
し

な
か

っ
た

個
の

行
動

・
思

考
に

対
応

す
る

た
め

に
立

ち
止

ま
り

，
展

開
の

方
法

を
変

更
す

る
こ

と
が

出
来

る
。

特
徴

的
な

個
へ

の
対

応
を

配
慮

事
項

と
し

て
具

体
的

に
取

り
入

れ
て

い
る

。
個

の
発

言
が

，
全

体
に

響
い

て
い

る
か

を
捉

え
て

い
る

。

個
そ

れ
ぞ

れ
に

学
び

方
が

あ
る

こ
と

を
理

解
し

，
そ

の
特

性
を

捉
え

て
い

る
。

個
へ

の
配

慮
に

対
す

る
意

識
が

あ
る

。
学

習
の

構
え

を
作

る
た

め
の

適
切

な
指

示
・

助
言

を
与

え
て

い
る

。
１

）
個

や
集

団

へ
の

配
慮

２
４
４

.８
％

２

３
３
１

.０
％

３

４
１
３

.８
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

２
４

.１
％

１
７

.２
％

１
学

習
者

が
つ

ま
ず

い
て

い
る

点
を

推
測

し
，

そ
れ

を
学

習
者

が
理

解
で

き
る

よ
う

に
示

し
，

解
決

を
図

れ
る

よ
う

に
説

明
で

き
る

。

学
習

者
の

理
解

の
度

合
い

を
捉

え
，

適
切

な
比

喩
や

例
を

取
り

入
れ

，
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
習

者
の

理
解

や
納

得
を

促
す

よ
う

に
，

説
明

の
手

順
が

工
夫

さ
れ

て
い

る
。

わ
か

り
や

す
い

言
葉

で
，

で
き

る
だ

け
端

的
に

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

２
）

説
明

２
３
４

.５
％

２

３
３
４

.５
％

３

４
１
３

.８
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

１
３

.８
％

１
３

.８
％

１
個

へ
の

助
言

と
ク

ラ
ス

全
体

へ
の

助
言

が
区

別
さ

れ
て

い
る

だ
け

で
な

く
，

個
々

の
学

習
者

の
実

態
や

特
性

を
考

慮
し

て
，

実
行

可
能

な
適

切
な

助
言

を
与

え
て

い
る

。

個
々

の
学

習
者

の
理

解
度

を
捉

え
，

個
々

に
す

べ
き

か
，

全
体

に
す

べ
き

か
を

判
断

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

助
言

，
指

示
を

必
要

と
す

る
場

面
を

捉
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

助
言

，
指

示
が

，
個

ま
た

は
，

学
級

全
体

に
伝

わ
っ

た
か

を
判

断
し

て
い

る
。

３
）

助
言

・
指

示

２
３
７

.９
％

２

３
４
４

.８
％

３

４
３

.４
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

３
１

.０
％

３
１

.０
％

１
板

書
，

学
習

者
の

様
子

の
把

握
，，

学
習

者
の

思
考

の
展

開
に

つ
い

て
の

考
察

を
３

対
３

対
４

程
度

の
割

合
で

で
き

る
。

学
習

者
の

様
子

を
観

察
し

な
が

ら
，

板
書

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

板
書

を
見

る
学

習
者

が
何

を
考

え
，

何
を

つ
か

ん
で

い
る

か
を

推
測

し
な

が
ら

板
書

し
て

い
る

。

板
書

と
学

習
者

の
思

考
活

動
と

の
関

係
を

捉
え

よ
う

と
す

る
。

→
書

く
べ

き
内

容
と

書
か

な
く

て
も

良
い

内
容

を
選

別
で

き
る

。

文
字

の
筆

順
や

見
や

す
さ

を
考

慮
し

，
丁

寧
に

板
書

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
学

習
問

題
と

学
習

内
容

と
の

関
わ

り
を

，
板

書
の

内
容

に
示

し
て

い
る

。
４

）
板

書

２
６
２

.１
％

２

３
６

.９
％

３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

５
１

.７
％

１
０

.３
％

１
学

習
者

の
学

習
に

と
っ

て
，

ど
ん

な
教

科
書

・
補

助
教

材
，

プ
リ

ン
ト

が
良

い
か

を
考

え
，

教
材

・
教

具
を

開
発

し
て

い
る

。

考
え

さ
せ

る
た

め
か

，
知

識
・

技
能

習
得

の
た

め
か

と
い

う
目

的
に

応
じ

て
，

補
助

教
材

プ
リ

ン
ト

の
活

用
を

考
え

て
い

る
。

そ
の

情
報

か
ら

，
学

習
者

が
ど

の
よ

う
に

考
え

る
か

を
推

測
し

，
教

科
書

・
補

助
教

材
プ

リ
ン

ト
の

活
用

を
考

え
て

い
る

。

学
習

者
に

と
っ

て
具

体
的

で
使

い
や

す
く

，
理

解
し

や
す

い
教

材
・

教
具

を
選

択
し

て
い

る
。

５
）

教
材

・
教

具
の

活
用

 

２
３
７

.９
％

２

３
４
８

.３
％

３

４
３

.４
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答



−７１−

１
年

後
の

自
己

評
価

研
修

で
有

効
だ

っ
た

こ
と

現
時

点
で

の
自

己
評

価
４

３
２

１

１

１
０

.３
％

２
４

.１
％

１
学

習
者

の
実

態
や

特
性

を
吟

味
し

て
，

教
師

の
演

技
が

学
習

者
に

ど
ん

な
影

響
を

与
え

る
か

を
考

え
，

場
面

に
応

じ
た

適
切

な
演

技
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
習

者
の

理
解

度
と

と
も

に
，

学
習

場
面

や
教

材
の

特
性

に
応

じ
て

，
適

切
だ

と
考

え
る

演
技

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
習

者
の

理
解

度
を

つ
か

み
な

が
ら

，
演

技
者

と
し

て
ふ

る
ま

う
こ

と
が

で
き

る
。

授
業

に
お

い
て

演
技

者
と

し
て

ふ
る

ま
お

う
と

し
て

い
る

。

６
）

演
技

・
表

現
性

２
５
５

.２
％

２

３
２
０

.７
％

３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

４
４

.８
％

１
７

.２
％

１
発

問
等

で
，

予
想

さ
れ

た
児

童
の

思
考

活
動

と
は

違
う

反
応

を
捉

え
，

学
習

者
の

現
時

点
の

到
達

度
を

推
定

で
き

る
。

主
発

問
に

よ
る

学
習

者
の

思
考

活
動

へ
の

効
果

を
推

測
し

，
適

宜
，

補
助

発
問

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

自
己

の
発

問
に

よ
っ

て
，

学
習

者
に

ど
の

よ
う

な
思

考
を

促
し

て
い

る
か

考
え

て
い

る
。

学
習

者
が

何
を

問
わ

れ
て

い
る

か
理

解
で

き
る

発
問

を
発

し
て

い
る

。

７
）

発
問

２
４
４

.８
％

２

３
３
７

.９
％

３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

１
３

.８
％

１
７

.２
％

１
学

習
者

の
発

言
や

行
為

の
真

意
を

読
み

取
り

，
授

業
目

標
と

の
関

係
を

捉
え

，
指

導
過

程
を

修
正

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
習

者
の

発
言

や
行

為
の

真
意

を
読

み
取

り
，

指
導

過
程

の
修

正
が

必
要

か
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
習

者
の

発
言

や
行

為
の

真
意

を
読

み
取

り
，

適
切

な
対

応
を

し
て

い
る

。
学

習
者

の
発

言
や

行
為

に
受

容
的

な
態

度
で

応
じ

て
い

る
。

８
）

学
習

者
の

発
言

・
行

為

へ
の

対
応

２
３
４

.５
％

２

３
４
４

.８
％

３

４
３

.４
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

１
７

.２
％

２
４

.１
％

１
学

習
者

の
実

態
や

特
性

か
ら

，
彼

ら
の

行
動

・
認

知
を

推
測

し
，

学
習

環
境

を
創

造
し

て
い

る
。

安
全

に
配

慮
し

，
適

切
な

指
示

を
あ

た
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

，
子

ど
も

の
反

応
か

ら
，

学
習

環
境

に
配

慮
し

て
い

る
。

学
習

環
境

が
，

学
習

者
の

安
全

性
及

び
，

認
知

に
ど

の
よ

う
な

効
果

を
与

え
る

か
を

考
え

て
い

る
。

授
業

の
展

開
に

必
要

な
教

材
・

教
具

や
学

習
環

境
を

整
え

て
い

る
。

９
）

学
習

環
境

の
構

成
と

マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

２
３
７

.９
％

２

３
２
７

.６
％

３

４
１
０

.３
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

１
３

.８
％

３
７

.９
％

１
学

習
者

の
実

態
を

直
感

的
に

捉
え

，
学

習
評

価
法

の
種

類
と

使
用

場
面

と
を

関
連

づ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。　

用
意

し
た

評
価

法
を

実
施

し
，

学
習

内
容

と
評

価
法

と
の

妥
当

性
を

子
ど

も
の

認
知

と
の

関
わ

り
か

ら
検

討
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

用
意

し
た

評
価

法
を

実
施

し
，

学
習

内
容

と
評

価
法

と
の

妥
当

性
を

振
り

返
る

こ
と

が
で

き
る

。

評
価

の
観

点
ご

と
に

評
価

活
動

を
実

施
し

て
い

る
。

３
．

学
習

評
価

の
実

践

２
５
５

.２
％

２

３
６

.９
％

３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

Ⅲ
．
授
業
評
価
力

１

１
３

.８
％

４
１

.４
％

１
予

想
外

の
反

応
に

対
し

て
と

っ
た

教
授

行
動

を
学

習
者

の
認

知
活

動
か

ら
評

価
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

立
ち

止
ま

っ
て

と
っ

た
教

授
行

動
が

適
切

で
あ

っ
た

か
指

摘
で

き
る

。

予
想

外
の

反
応

が
生

起
し

た
要

因
を

指
摘

で
き

る
。

予
想

外
の

反
応

に
対

し
て

，
別

の
方

法
を

考
案

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
想

定
し

な
か

っ
た

個
の

行
動

・
思

考
に

対
応

す
る

た
め

に
立

ち
止

ま
ら

ね
ば

な
ら

な
か

っ
た

地
点

を
指

摘
で

き
る

。

具
体

的
な

教
師

と
学

習
者

，
学

習
者

と
学

習
者

の
相

互
交

流
を

指
摘

で
き

る
。

予
想

し
た

反
応

と
予

想
外

の
反

応
を

区
別

し
指

摘
で

き
る

。
予

想
外

の
反

応
の

要
因

を
探

る
視

点
を

認
知

し
て

い
る

。

学
習

目
標

に
照

ら
し

て
，

実
践

さ
れ

た
授

業
を

評
価

し
，

改
善

点
を

具
体

的
に

指
摘

で
き

る
。

１
．

自
己

の
教

育
・

社
会

観
，

教
育

目
標

，
授

業
構

成
論

，
指

導
法

に
対

す
る

省
察

・
評

価
と

授
業

改
善

２
４
４

.８
％

２

３
１
３

.８
％

３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答



−７２−

１
年

後
の

自
己

評
価

研
修

で
有

効
だ

っ
た

こ
と

現
時

点
で

の
自

己
評

価
４

３
２

１

Ⅰ
．
授
業
構
想
力

１

４
２

.９
％

０
.０

％
１

ク
ラ

ス
全

体
や

個
々

の
学

習
者

に
適

し
た

学
習

方
法

や
教

材
を

考
慮

し
，

授
業

構
成

の
検

討
に

活
か

し
て

い
る

。

学
習

者
が

生
活

す
る

地
域

社
会

の
特

色
，

地
域

の
抱

え
て

い
る

問
題

点
な

ど
を

把
握

し
，

授
業

づ
く

り
に

活
か

し
て

い
る

。

個
々

の
学

習
者

の
実

態
（

学
習

意
欲

， 
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

，
理

解
度

，
興

味
 ・

関
心

，
な

ど
）

を
把

握
し

，
指

導
上

配
慮

す
る

こ
と

を
留

意
事

項
と

し
て

具
体

的
に

挙
げ

て
い

る
。

ク
ラ

ス
の

特
性

を
把

握
し

，
授

業
づ

く
り

に
活

か
し

て
い

る
。

学
習

者
の

既
習

内
容

を
理

解
し

，
そ

れ
を

授
業

づ
く

り
に

活
か

し
て

い
る

。

１
．

学
習

者
の

実
態

把
握

２
５
４

.３
％

２

３
４
２

.９
％

３

４
２

.９
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

５
７

.１
％

２
２

.９
％

１
目

標
を

，
教

科
の

性
格

・
本

質
か

ら
捉

え
，

教
師

の
授

業
評

価
と

学
習

者
の

自
己

評
価

の
判

定
基

準
と

し
て

活
用

で
き

る
よ

う
に

段
階

的
に

設
定

し
て

い
る

。

目
標

を
，

教
科

の
性

格
・

本
質

か
ら

捉
え

，
授

業
構

成
の

過
程

と
授

業
展

開
の

実
際

を
通

じ
て

検
証

で
き

，
授

業
構

成
の

妥
当

性
を

検
証

し
た

り
学

習
者

の
評

価
が

可
能

な
よ

う
に

設
定

し
て

い
る

。

目
標

を
，

学
習

内
容

と
学

習
活

動
と

の
一

貫
性

を
考

慮
し

て
設

定
し

て
い

る
。

目
標

を
，
「

関
心

・
意

欲
・

態
度

」
，「

思
考

・
判

断
」
，
「

技
能

・
表

現
」
，
「

知
識

・
理

解
」

の
各

観
点

か
ら

 捉
え

て
設

定
し

て
い

る
。

２
．

目
標

の
分

類
と

設
定

２
６
２

.９
％

２

３
１
４

.３
％

３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

３
．

授
業

構
成

１

６
８

.６
％

０
.０

％
１

教
育

内
容

を
，

知
識

内
容

と
し

て
だ

け
で

は
な

く
，

知
識

習
得

の
方

法
・

技
能

も
ふ

く
め

て
総

合
的

に
捉

え
，

相
互

に
関

連
づ

け
て

構
成

し
て

い
る

。

学
習

者
に

多
様

な
見

方
や

考
え

方
が

生
ま

れ
，

多
面

的
な

学
習

活
動

へ
展

開
で

き
る

教
材

を
選

択
し

構
成

し
て

い
る

。

学
習

内
容

を
，

直
接

の
学

習
対

象
以

外
の

事
象

へ
の

応
用

・
転

移
を

 考
慮

し
て

，
概

念
・

法
則

・
理

論
の

レ
ベ

ル
で

捉
え

構
成

し
て

い
る

。

問
題

を
発

見
し

た
り

，
仮

説
の

検
証

や
主

張
の

根
拠

づ
け

に
活

用
で

き
る

リ
ア

リ
テ

ィ
あ

る
教

材
を

選
択

し
構

成
し

て
い

る
。

子
ど

も
の

理
解

度
や

ク
ラ

ス
の

特
性

を
ふ

ま
え

て
，

学
習

内
容

の
選

択
や

構
成

を
行

っ
て

い
る

。 

子
ど

も
の

理
解

度
や

ク
ラ

ス
の

特
性

を
ふ

ま
え

て
，

教
材

を
適

切
に

選
択

し
加

工
し

て
い

る
。

学
習

指
導

要
領

や
教

科
書

の
分

析
を

通
し

て
教

科
の

内
容

編
成

を
つ

か
み

，
単

元
や

主
題

に
つ

い
て

の
学

習
内

容
を

知
識

と
し

て
整

理
し

て
い

る
。

学
習

内
容

を
反

映
し

，
学

習
者

に
と

っ
て

具
体

性
の

あ
る

教
材

を
選

択
し

構
成

し
て

い
る

。

１
）

学
習

内
容

の
構

成

２
８
０

.０
％

２

３
２
０

.０
％

３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

６
０

.０
％

２
５

.７
％

１
学

習
者

が
事

象
・

対
象

か
ら

問
題

を
発

見
・

設
定

し
，

資
料

を
活

用
し

な
が

ら
集

団
で

思
考

し
問

題
解

決
し

て
い

く
授

業
過

程
を

組
織

し
て

い
る

。
学

習
内

容
や

教
材

の
特

質
，

学
習

者
の

実
態

に
即

し
て

，
主

体
的

な
探

求
活

動
を

促
す

よ
う

に
問

い
の

表
現

や
学

習
の

段
階

を
工

夫
し

て
い

る
。

授
業

の
目

標
・

内
容

と
の

結
び

つ
き

と
と

も
に

，
学

習
者

の
特

性
や

ニ
ー

ズ
を

ふ
ま

え
て

，
学

習
法

と
学

習
形

態
の

選
択

に
多

様
性

と
柔

軟
性

が
あ

る
。

事
実

か
ら

解
釈

・
理

論
を

発
見

・
探

求
し

て
い

く
方

向
へ

，
あ

る
い

は
解

釈
・

理
論

を
活

用
し

て
事

実
を

説
明

す
る

方
向

へ
と

授
業

過
程

を
組

織
し

て
い

る
。

授
業

全
体

を
貫

く
主

発
問

と
補

助
発

問
を

区
別

し
，

そ
れ

ら
を

系
列

化
し

て
構

成
し

て
い

る
。

授
業

の
目

標
・

内
容

と
の

結
び

つ
き

と
と

も
に

，
学

習
者

の
学

習
意

欲
の

喚
起

を
考

慮
し

て
，

学
習

法
と

学
習

形
態

の
効

果
的

な
組

み
合

わ
せ

を
考

え
て

い
る

。

学
習

者
の

答
え

を
想

定
し

，
複

数
の

学
習

過
程

を
用

意
し

て
い

る
。

学
習

者
か

ら
複

数
の

予
想

（
仮

説
）

が
出

る
よ

う
な

問
い

を
工

夫
し

て
い

る
。

授
業

の
目

標
・

内
容

と
の

結
び

つ
き

と
と

も
に

，
子

ど
も

の
実

態
や

ク
ラ

ス
の

特
性

を
ふ

ま
え

て
，

展
開

可
能

な
学

習
法

・
学

習
形

態
を

組
み

立
て

て
い

る
。

導
入

・
展

開
・

終
結

の
流

れ
が

あ
る

学
習

過
程

を
組

織
し

て
い

る
。

学
習

内
容

の
習

得
に

む
け

て
，

問
い

の
順

序
性

を
考

慮
し

て
い

る
。

授
業

の
目

標
・

内
容

に
照

ら
し

て
,中

心
と

な
る

学
習

法
・

学
習

形
態

 を
選

択
し

展
開

し
て

い
る

。

２
）

学
習

方
法

の
組

立

２
５
４

.３
％

２

３
１
７

.１
％

３

４
２

.９
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

授
業
力
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
中
学
校
）



−７３−

１
年

後
の

自
己

評
価

研
修

で
有

効
だ

っ
た

こ
と

現
時

点
で

の
自

己
評

価
４

３
２

１

４
．

単
元

計
画

１

４
８

.６
％

８
.６

％
１

学
習

問
題

に
対

す
る

学
習

者
の

多
様

な
追

求
過

程
を

考
慮

し
，

複
線

化
し

た
単

元
計

画
を

構
想

し
て

い
る

。

学
習

者
の

理
解

度
や

特
性

を
ふ

ま
え

つ
つ

，
目

標
と

結
び

つ
け

て
，

単
元

の
各

主
題

，
指

導
過

程
，

時
間

配
分

の
関

係
性

を
明

示
し

て
い

る
。

学
習

の
順

次
性

と
と

も
に

，
学

習
者

の
理

解
度

や
特

性
を

考
慮

し
て

，
主

題
，

指
導

過
程

，
時

間
数

を
計

画
し

て
い

る
。

学
習

の
順

次
性

を
考

慮
し

て
，

主
題

と
時

間
数

を
割

振
っ

て
い

る
。

１
）

単
元

計
画

の
作

成

２
６
２

.９
％

２

３
２
５

.７
％

３

４
２

.９
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

８
０

.０
％

２
５

.７
％

１
授

業
の

目
標

と
結

び
つ

け
て

，
複

線
化

す
る

学
習

者
の

思
考

展
開

や
学

習
活

動
に

合
わ

せ
て

学
習

指
導

案
の

形
式

を
選

択
す

る
と

と
も

に
，

学
習

過
程

の
意

図
を

合
理

的
に

説
明

で
き

て
い

る
。

教
授

・
学

習
活

動
，

学
習

内
容

，
資

料
・

教
材

を
区

分
し

て
記

述
す

る
と

と
も

に
，

授
業

の
目

標
と

の
関

わ
り

が
わ

か
る

よ
う

に
学

習
過

程
を

示
し

記
述

で
き

て
い

る
。

目
標

・
授

業
・

評
価

の
相

互
の

結
び

つ
き

が
読

み
取

れ
る

よ
う

に
指

導
案

を
記

述
し

て
い

る
。

学
習

指
導

案
の

一
般

的
な

形
式

項
目

を
理

解
し

，
授

業
の

流
れ

を
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

よ
う

に
記

述
し

て
い

る
。

２
）

学
習

指
導

案
の

作
成

２
４
５

.７
％

２

３
２
８

.６
％

３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

６
５

.７
％

１
１

.４
％

１
学

習
者

が
取

り
組

む
学

習
問

題
や

学
習

活
動

に
即

し
て

，
診

断
的

評
価

（
指

導
前

の
評

価
），

形
成

的
評

価
（

指
導

過
程

で
の

評
価

），
総

括
的

評
価

（
単

元
終

了
時

の
ま

と
め

の
評

価
），

学
習

者
の

自
己

評
価

な
ど

の
評

価
活

動
を

適
切

に
選

択
し

計
画

し
て

い
る

。

授
業

目
標

，
授

業
構

成
，

授
業

展
開

の
実

際
と

の
一

貫
性

の
あ

る
具

体
的

な
評

価
項

目
と

評
価

活
動

・
方

法
を

計
画

し
明

示
し

て
い

る
。

目
標

が
具

体
的

な
到

達
目

標
や

行
動

目
標

と
し

て
記

述
さ

れ
，

そ
の

評
価

の
た

め
の

適
切

な
方

法
（

発
言

，
カ

ル
テ

，
プ

リ
ン

ト
，

ノ
ー

ト
，

作
品

，
ペ

ー
パ

ー
テ

ス
ト

等
）

が
選

択
さ

れ
て

い
る

。

「
関

心
・

意
欲

・
態

度
」
，「

思
考

・
判

断
」，

「
技

能
・

表
現

」
，「

知
識

・
理

解
」

の
各

観
点

ご
と

に
，

評
価

活
動

を
計

画
し

て
い

る
。

３
）

学
習

評
価

計
画

の
作

成

２
７
１

.４
％

２

３
１
４

.３
％

３

４
２

.９
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答



−７４−

１
年

後
の

自
己

評
価

研
修

で
有

効
だ

っ
た

こ
と

現
時

点
で

の
自

己
評

価
４

３
２

１

Ⅱ
．
授
業
展
開
力

１

４
２

.９
％

０
.０

％
１

教
育

へ
の

願
い

が
，

音
声

・
表

情
・

所
作

と
関

わ
る

こ
と

を
意

識
し

，
話

し
方

の
レ

パ
ー

ト
リ

ー
を

増
や

し
，

場
面

に
応

じ
て

使
い

分
け

，
表

情
豊

か
に

語
り

か
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

教
師

の
話

し
方

や
表

情
と

学
習

者
の

反
応

と
の

関
連

を
考

え
，

話
し

方
を

工
夫

し
た

り
，

表
情

に
気

を
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
習

者
に

対
す

る
話

す
目

的
や

内
容

に
応

じ
て

，
早

さ
，

緩
急

，
強

弱
を

考
慮

し
て

話
し

て
い

る
。

学
級

全
体

に
伝

わ
る

声
の

大
き

さ
，

話
し

の
速

さ
で

話
す

こ
と

が
で

き
る

。
自

分
の

話
し

方
の

欠
点

を
認

知
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

１
．

基
礎

的
・

基
本

的
な

授

業
態

度
（

音

声
・

表
情

・

所
作

等
）

２
２
０

.０
％

２

３
６
８

.６
％

３

４
１
１

.４
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

 ２
．

教
授

・
学

習
活

動
の

構
成

と
展

開

１

３
１

.４
％

１
４

.３
％

１
想

定
し

な
か

っ
た

個
の

行
動

・
思

考
に

対
応

す
る

た
め

に
立

ち
止

ま
り

，
展

開
の

方
法

を
変

更
す

る
こ

と
が

出
来

る
。

特
徴

的
な

個
へ

の
対

応
を

配
慮

事
項

と
し

て
具

体
的

に
取

り
入

れ
て

い
る

。
個

の
発

言
が

，
全

体
に

響
い

て
い

る
か

を
捉

え
て

い
る

。

個
そ

れ
ぞ

れ
に

学
び

方
が

あ
る

こ
と

を
理

解
し

，
そ

の
特

性
を

捉
え

て
い

る
。

個
へ

の
配

慮
に

対
す

る
意

識
が

あ
る

。
学

習
の

構
え

を
作

る
た

め
の

適
切

な
指

示
・

助
言

を
与

え
て

い
る

。
１

）
個

や
集

団

へ
の

配
慮

２
３
７

.１
％

２

３
３
４

.３
％

３

４
１
４

.３
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

３
４

.３
％

２
.９

％
１

学
習

者
が

つ
ま

ず
い

て
い

る
点

を
推

測
し

，
そ

れ
を

学
習

者
が

理
解

で
き

る
よ

う
に

示
し

，
解

決
を

図
れ

る
よ

う
に

説
明

で
き

る
。

学
習

者
の

理
解

の
度

合
い

を
捉

え
，

適
切

な
比

喩
や

例
を

取
り

入
れ

，
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
習

者
の

理
解

や
納

得
を

促
す

よ
う

に
，

説
明

の
手

順
が

工
夫

さ
れ

て
い

る
。

わ
か

り
や

す
い

言
葉

で
，

で
き

る
だ

け
端

的
に

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

２
）

説
明

２
４
０

.０
％

２

３
４
８

.６
％

３

４
８

.６
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

２
８

.６
％

０
.０

％
１

個
へ

の
助

言
と

ク
ラ

ス
全

体
へ

の
助

言
が

区
別

さ
れ

て
い

る
だ

け
で

な
く

，
個

々
の

学
習

者
の

実
態

や
特

性
を

考
慮

し
て

，
実

行
可

能
な

適
切

な
助

言
を

与
え

て
い

る
。

個
々

の
学

習
者

の
理

解
度

を
捉

え
，

個
々

に
す

べ
き

か
，

全
体

に
す

べ
き

か
を

判
断

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

助
言

，
指

示
を

必
要

と
す

る
場

面
を

捉
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

助
言

，
指

示
が

，
個

ま
た

は
，

学
級

全
体

に
伝

わ
っ

た
か

を
判

断
し

て
い

る
。

３
）

助
言

・
指

示

２
５
１

.４
％

２

３
４
０

.０
％

３

４
８

.６
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

３
４

.３
％

１
４

.３
％

１
板

書
，

学
習

者
の

様
子

の
把

握
，，

学
習

者
の

思
考

の
展

開
に

つ
い

て
の

考
察

を
３

対
３

対
４

程
度

の
割

合
で

で
き

る
。

学
習

者
の

様
子

を
観

察
し

な
が

ら
，

板
書

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

板
書

を
見

る
学

習
者

が
何

を
考

え
，

何
を

つ
か

ん
で

い
る

か
を

推
測

し
な

が
ら

板
書

し
て

い
る

。

板
書

と
学

習
者

の
思

考
活

動
と

の
関

係
を

捉
え

よ
う

と
す

る
。

→
書

く
べ

き
内

容
と

書
か

な
く

て
も

良
い

内
容

を
選

別
で

き
る

。

文
字

の
筆

順
や

見
や

す
さ

を
考

慮
し

，
丁

寧
に

板
書

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
学

習
問

題
と

学
習

内
容

と
の

関
わ

り
を

，
板

書
の

内
容

に
示

し
て

い
る

。
４

）
板

書

２
５
４

.３
％

２

３
２
８

.６
％

３

４
０

.０
％

４

無
回

答
２

.９
％

無
回

答

１

６
０

.０
％

５
.７

％
１

学
習

者
の

学
習

に
と

っ
て

，
ど

ん
な

教
科

書
・

補
助

教
材

，
プ

リ
ン

ト
が

良
い

か
を

考
え

，
教

材
・

教
具

を
開

発
し

て
い

る
。

考
え

さ
せ

る
た

め
か

，
知

識
・

技
能

習
得

の
た

め
か

と
い

う
目

的
に

応
じ

て
，

補
助

教
材

プ
リ

ン
ト

の
活

用
を

考
え

て
い

る
。

そ
の

情
報

か
ら

，
学

習
者

が
ど

の
よ

う
に

考
え

る
か

を
推

測
し

，
教

科
書

・
補

助
教

材
プ

リ
ン

ト
の

活
用

を
考

え
て

い
る

。

学
習

者
に

と
っ

て
具

体
的

で
使

い
や

す
く

，
理

解
し

や
す

い
教

材
・

教
具

を
選

択
し

て
い

る
。

５
）

教
材

・
教

具
の

活
用

 

２
３
７

.１
％

２

３
４
０

.０
％

３

４
１
７

.１
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答



−７５−

１
年

後
の

自
己

評
価

研
修

で
有

効
だ

っ
た

こ
と

現
時

点
で

の
自

己
評

価
４

３
２

１

１

２
０

.０
％

１
４

.３
％

１
学

習
者

の
実

態
や

特
性

を
吟

味
し

て
，

教
師

の
演

技
が

学
習

者
に

ど
ん

な
影

響
を

与
え

る
か

を
考

え
，

場
面

に
応

じ
た

適
切

な
演

技
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
習

者
の

理
解

度
と

と
も

に
，

学
習

場
面

や
教

材
の

特
性

に
応

じ
て

，
適

切
だ

と
考

え
る

演
技

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
習

者
の

理
解

度
を

つ
か

み
な

が
ら

，
演

技
者

と
し

て
ふ

る
ま

う
こ

と
が

で
き

る
。

授
業

に
お

い
て

演
技

者
と

し
て

ふ
る

ま
お

う
と

し
て

い
る

。

６
）

演
技

・
表

現
性

２
４
８

.６
％

２

３
２
０

.０
％

３

４
１
７

.１
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

４
０

.０
％

１
１

.４
％

１
発

問
等

で
，

予
想

さ
れ

た
児

童
の

思
考

活
動

と
は

違
う

反
応

を
捉

え
，

学
習

者
の

現
時

点
の

到
達

度
を

推
定

で
き

る
。

主
発

問
に

よ
る

学
習

者
の

思
考

活
動

へ
の

効
果

を
推

測
し

，
適

宜
，

補
助

発
問

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

自
己

の
発

問
に

よ
っ

て
，

学
習

者
に

ど
の

よ
う

な
思

考
を

促
し

て
い

る
か

考
え

て
い

る
。

学
習

者
が

何
を

問
わ

れ
て

い
る

か
理

解
で

き
る

発
問

を
発

し
て

い
る

。

７
）

発
問

２
５
１

.４
％

２

３
３
１

.４
％

３

４
５

.７
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

３
４

.３
％

５
.７

％
１

学
習

者
の

発
言

や
行

為
の

真
意

を
読

み
取

り
，

授
業

目
標

と
の

関
係

を
捉

え
，

指
導

過
程

を
修

正
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
習

者
の

発
言

や
行

為
の

真
意

を
読

み
取

り
，

指
導

過
程

の
修

正
が

必
要

か
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
習

者
の

発
言

や
行

為
の

真
意

を
読

み
取

り
，

適
切

な
対

応
を

し
て

い
る

。
学

習
者

の
発

言
や

行
為

に
受

容
的

な
態

度
で

応
じ

て
い

る
。

８
）

学
習

者
の

発
言

・
行

為

へ
の

対
応

２
６
０

.０
％

２

３
２
８

.６
％

３

４
５

.７
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

３
１

.４
％

１
４

.３
％

１
学

習
者

の
実

態
や

特
性

か
ら

，
彼

ら
の

行
動

・
認

知
を

推
測

し
，

学
習

環
境

を
創

造
し

て
い

る
。

安
全

に
配

慮
し

，
適

切
な

指
示

を
あ

た
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

，
子

ど
も

の
反

応
か

ら
，

学
習

環
境

に
配

慮
し

て
い

る
。

学
習

環
境

が
，

学
習

者
の

安
全

性
及

び
，

認
知

に
ど

の
よ

う
な

効
果

を
与

え
る

か
を

考
え

て
い

る
。

授
業

の
展

開
に

必
要

な
教

材
・

教
具

や
学

習
環

境
を

整
え

て
い

る
。

９
）

学
習

環
境

の
構

成
と

マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

２
４
０

.０
％

２

３
３
７

.１
％

３

４
８

.６
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

４
０

.０
％

３
７

.１
％

１
学

習
者

の
実

態
を

直
感

的
に

捉
え

，
学

習
評

価
法

の
種

類
と

使
用

場
面

と
を

関
連

づ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

用
意

し
た

評
価

法
を

実
施

し
，

学
習

内
容

と
評

価
法

と
の

妥
当

性
を

子
ど

も
の

認
知

と
の

関
わ

り
か

ら
検

討
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

用
意

し
た

評
価

法
を

実
施

し
，

学
習

内
容

と
評

価
法

と
の

妥
当

性
を

振
り

返
る

こ
と

が
で

き
る

。

評
価

の
観

点
ご

と
に

評
価

活
動

を
実

施
し

て
い

る
。

３
．

学
習

評
価

の
実

践

２
３
７

.１
％

２

３
２
５

.７
％

３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

Ⅲ
．
授
業
評
価
力

１

２
２

.９
％

２
８

.６
％

１
予

想
外

の
反

応
に

対
し

て
と

っ
た

教
授

行
動

を
学

習
者

の
認

知
活

動
か

ら
評

価
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

立
ち

止
ま

っ
て

と
っ

た
教

授
行

動
が

適
切

で
あ

っ
た

か
指

摘
で

き
る

。

予
想

外
の

反
応

が
生

起
し

た
要

因
を

指
摘

で
き

る
。

予
想

外
の

反
応

に
対

し
て

，
別

の
方

法
を

考
案

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
想

定
し

な
か

っ
た

個
の

行
動

・
思

考
に

対
応

す
る

た
め

に
立

ち
止

ま
ら

ね
ば

な
ら

な
か

っ
た

地
点

を
指

摘
で

き
る

。

具
体

的
な

教
師

と
学

習
者

，
学

習
者

と
学

習
者

の
相

互
交

流
を

指
摘

で
き

る
。

予
想

し
た

反
応

と
予

想
外

の
反

応
を

区
別

し
指

摘
で

き
る

。
予

想
外

の
反

応
の

要
因

を
探

る
視

点
を

認
知

し
て

い
る

。

学
習

目
標

に
照

ら
し

て
，

実
践

さ
れ

た
授

業
を

評
価

し
，

改
善

点
を

具
体

的
に

指
摘

で
き

る
。

１
．

自
己

の
教

育
・

社
会

観
，

教
育

目
標

，
授

業
構

成
論

，
指

導
法

に
対

す
る

省
察

・
評

価
と

授
業

改
善

２
４
８

.６
％

２

３
２
２

.９
％

３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答



−７６−

１
年

後
の

自
己

評
価

研
修

で
有

効
だ

っ
た

こ
と

現
時

点
で

の
自

己
評

価
４

３
２

１

Ⅰ
．
授
業
構
想
力

１

３
５

.６
％

４
.４

％
１

ク
ラ

ス
全

体
や

個
々

の
学

習
者

に
適

し
た

学
習

方
法

や
教

材
を

考
慮

し
，

授
業

構
成

の
検

討
に

活
か

し
て

い
る

。

学
習

者
が

生
活

す
る

地
域

社
会

の
特

色
，

地
域

の
抱

え
て

い
る

問
題

点
な

ど
を

把
握

し
，

授
業

づ
く

り
に

活
か

し
て

い
る

。

個
々

の
学

習
者

の
実

態
（

学
習

意
欲

， 
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

，
理

解
度

，
興

味
 ・

関
心

，
な

ど
）

を
把

握
し

，
指

導
上

配
慮

す
る

こ
と

を
留

意
事

項
と

し
て

具
体

的
に

挙
げ

て
い

る
。

ク
ラ

ス
の

特
性

を
把

握
し

，
授

業
づ

く
り

に
活

か
し

て
い

る
。

学
習

者
の

既
習

内
容

を
理

解
し

，
そ

れ
を

授
業

づ
く

り
に

活
か

し
て

い
る

。

１
．

学
習

者
の

実
態

把
握

２
４
０

.０
％

２

３
４
８

.９
％

３

４
６

.７
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

３
１

.１
％

１
５

.６
％

１
目

標
を

，
教

科
の

性
格

・
本

質
か

ら
捉

え
，

教
師

の
授

業
評

価
と

学
習

者
の

自
己

評
価

の
判

定
基

準
と

し
て

活
用

で
き

る
よ

う
に

段
階

的
に

設
定

し
て

い
る

。

目
標

を
，

教
科

の
性

格
・

本
質

か
ら

捉
え

，
授

業
構

成
の

過
程

と
授

業
展

開
の

実
際

を
通

じ
て

検
証

で
き

，
授

業
構

成
の

妥
当

性
を

検
証

し
た

り
学

習
者

の
評

価
が

可
能

な
よ

う
に

設
定

し
て

い
る

。

目
標

を
，

学
習

内
容

と
学

習
活

動
と

の
一

貫
性

を
考

慮
し

て
設

定
し

て
い

る
。

目
標

を
，
「

関
心

・
意

欲
・

態
度

」
，「

思
考

・
判

断
」
，「

技
能

・
表

現
」
，「

知
識

・
理

解
」

の
各

観
点

か
ら

 捉
え

て
設

定
し

て
い

る
。

２
．

目
標

の
分

類
と

設
定

２
６
０

.０
％

２

３
２
２

.２
％

３

４
２

.２
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

３
．

授
業

構
成

１

２
８

.９
％

６
.７

％
１

教
育

内
容

を
，

知
識

内
容

と
し

て
だ

け
で

は
な

く
，

知
識

習
得

の
方

法
・

技
能

も
ふ

く
め

て
総

合
的

に
捉

え
，

相
互

に
関

連
づ

け
て

構
成

し
て

い
る

。

学
習

者
に

多
様

な
見

方
や

考
え

方
が

生
ま

れ
，

多
面

的
な

学
習

活
動

へ
展

開
で

き
る

教
材

を
選

択
し

構
成

し
て

い
る

。

学
習

内
容

を
，

直
接

の
学

習
対

象
以

外
の

事
象

へ
の

応
用

・
転

移
を

 考
慮

し
て

，
概

念
・

法
則

・
理

論
の

レ
ベ

ル
で

捉
え

構
成

し
て

い
る

。

問
題

を
発

見
し

た
り

，
仮

説
の

検
証

や
主

張
の

根
拠

づ
け

に
活

用
で

き
る

リ
ア

リ
テ

ィ
あ

る
教

材
を

選
択

し
構

成
し

て
い

る
。

子
ど

も
の

理
解

度
や

ク
ラ

ス
の

特
性

を
ふ

ま
え

て
，

学
習

内
容

の
選

択
や

構
成

を
行

っ
て

い
る

。
 

子
ど

も
の

理
解

度
や

ク
ラ

ス
の

特
性

を
ふ

ま
え

て
，

教
材

を
適

切
に

選
択

し
加

工
し

て
い

る
。

学
習

指
導

要
領

や
教

科
書

の
分

析
を

通
し

て
教

科
の

内
容

編
成

を
つ

か
み

，
単

元
や

主
題

に
つ

い
て

の
学

習
内

容
を

知
識

と
し

て
整

理
し

て
い

る
。

学
習

内
容

を
反

映
し

，
学

習
者

に
と

っ
て

具
体

性
の

あ
る

教
材

を
選

択
し

構
成

し
て

い
る

。

１
）

学
習

内
容

の
構

成

２
６
４

.４
％

２

３
２
６

.７
％

３

４
２

.２
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

２
８

.９
％

２
２

.２
％

１
学

習
者

が
事

象
・

対
象

か
ら

問
題

を
発

見
・

設
定

し
，

資
料

を
活

用
し

な
が

ら
集

団
で

思
考

し
問

題
解

決
し

て
い

く
授

業
過

程
を

組
織

し
て

い
る

。
学

習
内

容
や

教
材

の
特

質
，

学
習

者
の

実
態

に
即

し
て

，
主

体
的

な
探

求
活

動
を

促
す

よ
う

に
問

い
の

表
現

や
学

習
の

段
階

を
工

夫
し

て
い

る
。

授
業

の
目

標
・

内
容

と
の

結
び

つ
き

と
と

も
に

，
学

習
者

の
特

性
や

ニ
ー

ズ
を

ふ
ま

え
て

，
学

習
法

と
学

習
形

態
の

選
択

に
多

様
性

と
柔

軟
性

が
あ

る
。

事
実

か
ら

解
釈

・
理

論
を

発
見

・
探

求
し

て
い

く
方

向
へ

，
あ

る
い

は
解

釈
・

理
論

を
活

用
し

て
事

実
を

説
明

す
る

方
向

へ
と

授
業

過
程

を
組

織
し

て
い

る
。

授
業

全
体

を
貫

く
主

発
問

と
補

助
発

問
を

区
別

し
，

そ
れ

ら
を

系
列

化
し

て
構

成
し

て
い

る
。

授
業

の
目

標
・

内
容

と
の

結
び

つ
き

と
と

も
に

，
学

習
者

の
学

習
意

欲
の

喚
起

を
考

慮
し

て
，

学
習

法
と

学
習

形
態

の
効

果
的

な
組

み
合

わ
せ

を
考

え
て

い
る

。

学
習

者
の

答
え

を
想

定
し

，
複

数
の

学
習

過
程

を
用

意
し

て
い

る
。

学
習

者
か

ら
複

数
の

予
想

（
仮

説
）

が
出

る
よ

う
な

問
い

を
工

夫
し

て
い

る
。

授
業

の
目

標
・

内
容

と
の

結
び

つ
き

と
と

も
に

，
子

ど
も

の
実

態
や

ク
ラ

ス
の

特
性

を
ふ

ま
え

て
，

展
開

可
能

な
学

習
法

・
学

習
形

態
を

組
み

立
て

て
い

る
。

導
入

・
展

開
・

終
結

の
流

れ
が

あ
る

学
習

過
程

を
組

織
し

て
い

る
。

学
習

内
容

の
習

得
に

む
け

て
，

問
い

の
順

序
性

を
考

慮
し

て
い

る
。

授
業

の
目

標
・

内
容

に
照

ら
し

て
,中

心
と

な
る

学
習

法
・

学
習

形
態

 を
選

択
し

展
開

し
て

い
る

。

２
）

学
習

方
法

の
組

立

２
５
３

.３
％

２

３
２
０

.０
％

３

４
４

.４
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

授
業
力
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
高
等
学
校
）



−７７−

１
年

後
の

自
己

評
価

研
修

で
有

効
だ

っ
た

こ
と

現
時

点
で

の
自

己
評

価
４

３
２

１

４
．

単
元

計
画

１

２
０

.０
％

２
０

.０
％

１
学

習
問

題
に

対
す

る
学

習
者

の
多

様
な

追
求

過
程

を
考

慮
し

，
複

線
化

し
た

単
元

計
画

を
構

想
し

て
い

る
。

学
習

者
の

理
解

度
や

特
性

を
ふ

ま
え

つ
つ

，
目

標
と

結
び

つ
け

て
，

単
元

の
各

主
題

，
指

導
過

程
，

時
間

配
分

の
関

係
性

を
明

示
し

て
い

る
。

学
習

の
順

次
性

と
と

も
に

，
学

習
者

の
理

解
度

や
特

性
を

考
慮

し
て

，
主

題
，

指
導

過
程

，
時

間
数

を
計

画
し

て
い

る
。

学
習

の
順

次
性

を
考

慮
し

て
，

主
題

と
時

間
数

を
割

振
っ

て
い

る
。

１
）

単
元

計
画

の
作

成

２
４
６

.７
％

２

３
３
１

.１
％

３

４
２

.２
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

５
１

.１
％

２
２

.２
％

１
授

業
の

目
標

と
結

び
つ

け
て

，
複

線
化

す
る

学
習

者
の

思
考

展
開

や
学

習
活

動
に

合
わ

せ
て

学
習

指
導

案
の

形
式

を
選

択
す

る
と

と
も

に
，

学
習

過
程

の
意

図
を

合
理

的
に

説
明

で
き

て
い

る
。

教
授

・
学

習
活

動
，

学
習

内
容

，
資

料
・

教
材

を
区

分
し

て
記

述
す

る
と

と
も

に
，

授
業

の
目

標
と

の
関

わ
り

が
わ

か
る

よ
う

に
学

習
過

程
を

示
し

記
述

で
き

て
い

る
。

目
標

・
授

業
・

評
価

の
相

互
の

結
び

つ
き

が
読

み
取

れ
る

よ
う

に
指

導
案

を
記

述
し

て
い

る
。

学
習

指
導

案
の

一
般

的
な

形
式

項
目

を
理

解
し

，
授

業
の

流
れ

を
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

よ
う

に
記

述
し

て
い

る
。

２
）

学
習

指
導

案
の

作
成

２
４
２

.２
％

２

３
３
３

.３
％

３

４
２

.２
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

３
１

.１
％

１
５

.６
％

１
学

習
者

が
取

り
組

む
学

習
問

題
や

学
習

活
動

に
即

し
て

，
診

断
的

評
価

（
指

導
前

の
評

価
），

形
成

的
評

価
（

指
導

過
程

で
の

評
価

），
総

括
的

評
価

（
単

元
終

了
時

の
ま

と
め

の
評

価
），

学
習

者
の

自
己

評
価

な
ど

の
評

価
活

動
を

適
切

に
選

択
し

計
画

し
て

い
る

。

授
業

目
標

，
授

業
構

成
，

授
業

展
開

の
実

際
と

の
一

貫
性

の
あ

る
具

体
的

な
評

価
項

目
と

評
価

活
動

・
方

法
を

計
画

し
明

示
し

て
い

る
。

目
標

が
具

体
的

な
到

達
目

標
や

行
動

目
標

と
し

て
記

述
さ

れ
，

そ
の

評
価

の
た

め
の

適
切

な
方

法
（

発
言

，
カ

ル
テ

，
プ

リ
ン

ト
，

ノ
ー

ト
，

作
品

，
ペ

ー
パ

ー
テ

ス
ト

等
）

が
選

択
さ

れ
て

い
る

。

「
関

心
・

意
欲

・
態

度
」
，「

思
考

・
判

断
」，

「
技

能
・

表
現

」
，「

知
識

・
理

解
」

の
各

観
点

ご
と

に
，

評
価

活
動

を
計

画
し

て
い

る
。

３
）

学
習

評
価

計
画

の
作

成

２
７
３

.３
％

２

３
１
１

.１
％

３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答



−７８−

１
年

後
の

自
己

評
価

研
修

で
有

効
だ

っ
た

こ
と

現
時

点
で

の
自

己
評

価
４

３
２

１

Ⅱ
．
授
業
展
開
力

１

３
１

.１
％

１
１

.１
％

１
教

育
へ

の
願

い
が

，
音

声
・

表
情

・
所

作
と

関
わ

る
こ

と
を

意
識

し
，

話
し

方
の

レ
パ

ー
ト

リ
ー

を
増

や
し

，
場

面
に

応
じ

て
使

い
分

け
，

表
情

豊
か

に
語

り
か

け
る

こ
と

が
で

き
る

。

教
師

の
話

し
方

や
表

情
と

学
習

者
の

反
応

と
の

関
連

を
考

え
，

話
し

方
を

工
夫

し
た

り
，

表
情

に
気

を
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
習

者
に

対
す

る
話

す
目

的
や

内
容

に
応

じ
て

，
早

さ
，

緩
急

，
強

弱
を

考
慮

し
て

話
し

て
い

る
。

学
級

全
体

に
伝

わ
る

声
の

大
き

さ
，

話
し

の
速

さ
で

話
す

こ
と

が
で

き
る

。
自

分
の

話
し

方
の

欠
点

を
認

知
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

１
．

基
礎

的
・

基
本

的
な

授

業
態

度
（

音

声
・

表
情

・

所
作

等
）

２
１
７

.８
％

２

３
５
３

.３
％

３

４
１
７

.８
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

 ２
．

教
授

・
学

習
活

動
の

構
成

と
展

開

１

６
.７

％

１
５

.６
％

１
想

定
し

な
か

っ
た

個
の

行
動

・
思

考
に

対
応

す
る

た
め

に
立

ち
止

ま
り

，
展

開
の

方
法

を
変

更
す

る
こ

と
が

出
来

る
。

特
徴

的
な

個
へ

の
対

応
を

配
慮

事
項

と
し

て
具

体
的

に
取

り
入

れ
て

い
る

。
個

の
発

言
が

，
全

体
に

響
い

て
い

る
か

を
捉

え
て

い
る

。

個
そ

れ
ぞ

れ
に

学
び

方
が

あ
る

こ
と

を
理

解
し

，
そ

の
特

性
を

捉
え

て
い

る
。

個
へ

の
配

慮
に

対
す

る
意

識
が

あ
る

。
学

習
の

構
え

を
作

る
た

め
の

適
切

な
指

示
・

助
言

を
与

え
て

い
る

。
１

）
個

や
集

団

へ
の

配
慮

２
５
３

.３
％

２

３
１
５

.６
％

３

４
１
５

.６
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

８
.９

％

８
.９

％
１

学
習

者
が

つ
ま

ず
い

て
い

る
点

を
推

測
し

，
そ

れ
を

学
習

者
が

理
解

で
き

る
よ

う
に

示
し

，
解

決
を

図
れ

る
よ

う
に

説
明

で
き

る
。

学
習

者
の

理
解

の
度

合
い

を
捉

え
，

適
切

な
比

喩
や

例
を

取
り

入
れ

，
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
習

者
の

理
解

や
納

得
を

促
す

よ
う

に
，

説
明

の
手

順
が

工
夫

さ
れ

て
い

る
。

わ
か

り
や

す
い

言
葉

で
，

で
き

る
だ

け
端

的
に

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

２
）

説
明

２
１
５

.６
％

２

３
５
７

.８
％

３

４
１
７

.８
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

６
.７

％

４
.４

％
１

個
へ

の
助

言
と

ク
ラ

ス
全

体
へ

の
助

言
が

区
別

さ
れ

て
い

る
だ

け
で

な
く

，
個

々
の

学
習

者
の

実
態

や
特

性
を

考
慮

し
て

，
実

行
可

能
な

適
切

な
助

言
を

与
え

て
い

る
。

個
々

の
学

習
者

の
理

解
度

を
捉

え
，

個
々

に
す

べ
き

か
，

全
体

に
す

べ
き

か
を

判
断

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

助
言

，
指

示
を

必
要

と
す

る
場

面
を

捉
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

助
言

，
指

示
が

，
個

ま
た

は
，

学
級

全
体

に
伝

わ
っ

た
か

を
判

断
し

て
い

る
。

３
）

助
言

・
指

示

２
４
０

.０
％

２

３
３
７

.８
％

３

４
１
７

.８
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

１
５

.６
％

１
７

.８
％

１
板

書
，

学
習

者
の

様
子

の
把

握
，，

学
習

者
の

思
考

の
展

開
に

つ
い

て
の

考
察

を
３

対
３

対
４

程
度

の
割

合
で

で
き

る
。

学
習

者
の

様
子

を
観

察
し

な
が

ら
，

板
書

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

板
書

を
見

る
学

習
者

が
何

を
考

え
，

何
を

つ
か

ん
で

い
る

か
を

推
測

し
な

が
ら

板
書

し
て

い
る

。

板
書

と
学

習
者

の
思

考
活

動
と

の
関

係
を

捉
え

よ
う

と
す

る
。

→
書

く
べ

き
内

容
と

書
か

な
く

て
も

良
い

内
容

を
選

別
で

き
る

。

文
字

の
筆

順
や

見
や

す
さ

を
考

慮
し

，
丁

寧
に

板
書

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
学

習
問

題
と

学
習

内
容

と
の

関
わ

り
を

，
板

書
の

内
容

に
示

し
て

い
る

。
４

）
板

書

２
４
８

.９
％

２

３
３
１

.１
％

３

４
２

.２
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

３
７

.８
％

８
.９

％
１

学
習

者
の

学
習

に
と

っ
て

，
ど

ん
な

教
科

書
・

補
助

教
材

，
プ

リ
ン

ト
が

良
い

か
を

考
え

，
教

材
・

教
具

を
開

発
し

て
い

る
。

考
え

さ
せ

る
た

め
か

，
知

識
・

技
能

習
得

の
た

め
か

と
い

う
目

的
に

応
じ

て
，

補
助

教
材

プ
リ

ン
ト

の
活

用
を

考
え

て
い

る
。

そ
の

情
報

か
ら

，
学

習
者

が
ど

の
よ

う
に

考
え

る
か

を
推

測
し

，
教

科
書

・
補

助
教

材
プ

リ
ン

ト
の

活
用

を
考

え
て

い
る

。

学
習

者
に

と
っ

て
具

体
的

で
使

い
や

す
く

，
理

解
し

や
す

い
教

材
・

教
具

を
選

択
し

て
い

る
。

５
）

教
材

・
教

具
の

活
用

 

２
３
１

.１
％

２

３
４
０

.０
％

３

４
２
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答



−７９−

１
年

後
の

自
己

評
価

研
修

で
有

効
だ

っ
た

こ
と

現
時

点
で

の
自

己
評

価
４

３
２

１

１

４
.４

％

１
７

.８
％

１
学

習
者

の
実

態
や

特
性

を
吟

味
し

て
，

教
師

の
演

技
が

学
習

者
に

ど
ん

な
影

響
を

与
え

る
か

を
考

え
，

場
面

に
応

じ
た

適
切

な
演

技
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
習

者
の

理
解

度
と

と
も

に
，

学
習

場
面

や
教

材
の

特
性

に
応

じ
て

，
適

切
だ

と
考

え
る

演
技

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
習

者
の

理
解

度
を

つ
か

み
な

が
ら

，
演

技
者

と
し

て
ふ

る
ま

う
こ

と
が

で
き

る
。

授
業

に
お

い
て

演
技

者
と

し
て

ふ
る

ま
お

う
と

し
て

い
る

。

６
）

演
技

・
表

現
性

２
４
２

.２
％

２

３
２
８

.９
％

３

４
１
１

.１
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

１
３

.３
％

２
２

.２
％

１
発

問
等

で
，

予
想

さ
れ

た
児

童
の

思
考

活
動

と
は

違
う

反
応

を
捉

え
，

学
習

者
の

現
時

点
の

到
達

度
を

推
定

で
き

る
。

主
発

問
に

よ
る

学
習

者
の

思
考

活
動

へ
の

効
果

を
推

測
し

，
適

宜
，

補
助

発
問

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

自
己

の
発

問
に

よ
っ

て
，

学
習

者
に

ど
の

よ
う

な
思

考
を

促
し

て
い

る
か

考
え

て
い

る
。

学
習

者
が

何
を

問
わ

れ
て

い
る

か
理

解
で

き
る

発
問

を
発

し
て

い
る

。

７
）

発
問

２
３
３

.３
％

２

３
４
０

.０
％

３

４
４

.４
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

６
.７

％

１
１

.１
％

１
学

習
者

の
発

言
や

行
為

の
真

意
を

読
み

取
り

，
授

業
目

標
と

の
関

係
を

捉
え

，
指

導
過

程
を

修
正

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
習

者
の

発
言

や
行

為
の

真
意

を
読

み
取

り
，

指
導

過
程

の
修

正
が

必
要

か
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
習

者
の

発
言

や
行

為
の

真
意

を
読

み
取

り
，

適
切

な
対

応
を

し
て

い
る

。
学

習
者

の
発

言
や

行
為

に
受

容
的

な
態

度
で

応
じ

て
い

る
。

８
）

学
習

者
の

発
言

・
行

為

へ
の

対
応

２
４
４

.４
％

２

３
４
０

.０
％

３

４
４

.４
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

８
.９

％

２
４

.４
％

１
学

習
者

の
実

態
や

特
性

か
ら

，
彼

ら
の

行
動

・
認

知
を

推
測

し
，

学
習

環
境

を
創

造
し

て
い

る
。

安
全

に
配

慮
し

，
適

切
な

指
示

を
あ

た
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

，
子

ど
も

の
反

応
か

ら
，

学
習

環
境

に
配

慮
し

て
い

る
。

学
習

環
境

が
，

学
習

者
の

安
全

性
及

び
，

認
知

に
ど

の
よ

う
な

効
果

を
与

え
る

か
を

考
え

て
い

る
。

授
業

の
展

開
に

必
要

な
教

材
・

教
具

や
学

習
環

境
を

整
え

て
い

る
。

９
）

学
習

環
境

の
構

成
と

マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

２
２
８

.９
％

２

３
４
２

.２
％

３

４
４

.４
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

８
.９

％

３
３

.３
％

１
学

習
者

の
実

態
を

直
感

的
に

捉
え

，
学

習
評

価
法

の
種

類
と

使
用

場
面

と
を

関
連

づ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

用
意

し
た

評
価

法
を

実
施

し
，

学
習

内
容

と
評

価
法

と
の

妥
当

性
を

子
ど

も
の

認
知

と
の

関
わ

り
か

ら
検

討
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

用
意

し
た

評
価

法
を

実
施

し
，

学
習

内
容

と
評

価
法

と
の

妥
当

性
を

振
り

返
る

こ
と

が
で

き
る

。

評
価

の
観

点
ご

と
に

評
価

活
動

を
実

施
し

て
い

る
。

３
．

学
習

評
価

の
実

践

２
４
６

.７
％

２

３
１
７

.８
％

３

４
２

.２
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

Ⅲ
．
授
業
評
価
力

１

６
.７

％

２
６

.７
％

１
予

想
外

の
反

応
に

対
し

て
と

っ
た

教
授

行
動

を
学

習
者

の
認

知
活

動
か

ら
評

価
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

立
ち

止
ま

っ
て

と
っ

た
教

授
行

動
が

適
切

で
あ

っ
た

か
指

摘
で

き
る

。

予
想

外
の

反
応

が
生

起
し

た
要

因
を

指
摘

で
き

る
。

予
想

外
の

反
応

に
対

し
て

，
別

の
方

法
を

考
案

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
想

定
し

な
か

っ
た

個
の

行
動

・
思

考
に

対
応

す
る

た
め

に
立

ち
止

ま
ら

ね
ば

な
ら

な
か

っ
た

地
点

を
指

摘
で

き
る

。

具
体

的
な

教
師

と
学

習
者

，
学

習
者

と
学

習
者

の
相

互
交

流
を

指
摘

で
き

る
。

予
想

し
た

反
応

と
予

想
外

の
反

応
を

区
別

し
指

摘
で

き
る

。
予

想
外

の
反

応
の

要
因

を
探

る
視

点
を

認
知

し
て

い
る

。

学
習

目
標

に
照

ら
し

て
，

実
践

さ
れ

た
授

業
を

評
価

し
，

改
善

点
を

具
体

的
に

指
摘

で
き

る
。

１
．

自
己

の
教

育
・

社
会

観
，

教
育

目
標

，
授

業
構

成
論

，
指

導
法

に
対

す
る

省
察

・
評

価
と

授
業

改
善

２
５
１

.１
％

２

３
２
０

.０
％

３

４
２

.２
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答



−８０−

１
年

後
の

自
己

評
価

研
修

で
有

効
だ

っ
た

こ
と

現
時

点
で

の
自

己
評

価
４

３
２

１

児
童
生
徒
理
解
力
・
学
級
経
営
力
（
生
徒
指
導
力
）

１
．

日
々

の
生

徒
指

導
（

学
級

経
営

・
学

校
経

営
）

１

３
４

.５
％

０
.０

％
１

変
わ

り
続

け
る

子
ど

も
た

ち
の

生
活

状
況

を
的

確
に

把
握

し
，

子
ど

も
た

ち
が

豊
か

に
成

長
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

学
校

運
営

の
方

針
を

提
案

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

信
頼

で
き

る
情

報
に

基
づ

い
て

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

の
生

活
状

況
を

的
確

に
と

ら
え

，
適

切
な

指
導

方
針

を
明

確
に

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

他
の

教
員

の
助

言
や

情
報

を
参

考
に

し
な

が
ら

，
子

ど
も

た
ち

一
人

ひ
と

り
の

生
活

状
況

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
の

発
達

状
況

に
あ

っ
た

心
理

的
特

性
に

関
す

る
基

礎
的

な
知

識
を

習
得

し
，

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

の
生

活
状

況
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

１
）

児
童

生
徒

の
生

活
状

況

の
把

握

２
６

５
.５

％
２

３
３

４
.５

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

２
０

.７
％

１
３

.８
％

１
子

ど
も

た
ち

の
生

活
状

況
と

教
師

集
団

の
特

性
を

ふ
ま

え
な

が
ら

，
学

校
の

状
況

に
ふ

さ
わ

し
い

人
権

教
育

の
課

題
を

提
案

し
，

具
体

的
な

取
り

組
み

を
例

示
す

る
こ

と
が

で
き

る

日
々

の
生

活
の

中
で

，
子

ど
も

た
ち

が
他

者
の

人
権

を
意

識
し

，
他

者
の

気
持

ち
に

沿
い

な
が

ら
自

分
自

身
の

思
考

や
行

動
を

調
整

で
き

る
よ

う
に

指
導

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

信
頼

さ
れ

る
教

育
的

関
係

の
中

で
，

子
ど

も
た

ち
が

相
互

に
認

め
合

い
，

差
別

や
偏

見
の

な
い

生
き

方
を

求
め

よ
う

と
す

る
態

度
を

育
む

よ
う

に
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

人
権

教
育

に
関

わ
る

基
礎

的
な

知
識

を
習

得
し

，
子

ど
も

た
ち

一
人

ひ
と

り
が

相
互

に
支

え
合

い
な

が
ら

学
校

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

指
導

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

２
）

人
権

２
５

１
.７

％
２

３
３

１
.０

％
３

４
３

.４
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

０
.０

％

２
４

.１
％

１
学

校
目

標
の

趣
旨

を
理

解
し

，
子

ど
も

た
ち

の
生

活
状

況
に

ふ
さ

わ
し

い
学

級
目

標
や

諸
施

策
が

適
正

に
開

発
さ

れ
る

よ
う

に
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

提
示

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
校

目
標

の
趣

旨
を

理
解

し
，

こ
れ

に
基

づ
い

て
学

級
の

特
性

に
適

し
た

学
級

目
標

を
子

ど
も

た
ち

と
協

同
的

に
設

定
し

，
さ

ら
に

，
学

級
目

標
の

達
成

の
た

め
に

具
体

的
な

施
策

を
工

夫
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
校

目
標

の
趣

旨
を

理
解

し
，

他
の

教
員

の
助

言
や

情
報

を
参

考
に

し
な

が
ら

学
級

目
標

を
設

定
し

，
こ

れ
を

実
現

さ
せ

る
た

め
に

必
要

と
さ

れ
る

施
策

を
工

夫
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
校

目
標

の
趣

旨
を

理
解

し
，

先
輩

教
員

の
示

唆
を

得
な

が
ら

，
子

ど
も

た
ち

の
実

態
に

あ
っ

た
学

級
目

標
を

設
定

し
，

こ
れ

を
実

現
さ

せ
る

た
め

に
必

要
と

さ
れ

る
施

策
を

工
夫

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

３
）

学
校

目

標
・

学
級

目

標
・

諸
施

策

２
５

８
.６

％
２

３
１

７
.２

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

１
０

.３
％

２
４

.１
％

１
教

員
と

子
ど

も
た

ち
が

望
ま

し
い

教
育

的
関

係
を

維
持

し
，

活
発

に
か

か
わ

り
合

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

助
言

や
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。

子
ど

も
た

ち
が

自
分

の
立

場
と

他
者

の
立

場
の

双
方

に
配

慮
し

な
が

ら
，

安
心

し
て

生
活

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
教

室
の

状
況

を
維

持
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

の
存

在
が

相
互

に
認

め
ら

れ
，

尊
重

さ
れ

る
よ

う
な

教
室

の
状

況
を

維
持

す
る

こ
と

が
で

き
る

。　

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

と
対

話
し

，
子

ど
も

た
ち

が
安

心
し

て
生

活
で

き
る

よ
う

な
教

室
の

状
況

を
作

り
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

４
）

精
神

的
な

環
境

の
整

備

２
３

４
.５

％
２

３
３

４
.５

％
３

４
６

.９
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

０
.０

％

１
０

.３
％

１
子

ど
も

た
ち

や
教

師
が

望
ま

し
い

教
育

的
環

境
を

維
持

し
な

が
ら

学
校

生
活

を
展

開
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

学
校

環
境

を
工

夫
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
が

主
体

的
な

学
校

生
活

を
送

り
，

誤
解

や
疑

惑
等

が
生

じ
な

い
よ

う
な

環
境

を
整

備
し

，
維

持
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
が

安
心

し
て

生
活

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

，
他

の
教

員
の

助
言

や
情

報
を

参
考

に
し

な
が

ら
，

教
室

の
物

的
な

環
境

を
整

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
ど

も
た

ち
が

安
心

し
て

生
活

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

，
先

輩
講

師
の

示
唆

を
得

な
が

ら
，

教
室

の
物

的
な

環
境

を
整

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
５

）
物

的
な

環

境
の

整
備

２
５

５
.２

％
２

３
３

４
.５

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

０
.０

％

２
７

.６
％

１
学

級
経

営
に

お
け

る
係

・
班

活
動

の
意

義
を

若
手

教
員

に
理

解
さ

せ
，

適
切

な
学

級
経

営
が

維
持

さ
れ

る
よ

う
に

配
慮

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
ど

も
た

ち
の

信
頼

関
係

が
深

ま
る

よ
う

な
係

・
当

番
活

動
を

整
備

し
，

す
べ

て
の

子
ど

も
た

ち
が

参
画

し
，

有
能

感
を

味
わ

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

工
夫

す
る

こ
と

が
で

き
る

。　

子
ど

も
た

ち
の

役
割

意
識

が
活

性
化

さ
れ

る
よ

う
な

係
・

当
番

活
動

を
整

備
し

，
す

べ
て

の
子

ど
も

た
ち

が
参

画
で

き
る

よ
う

に
工

夫
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

教
室

内
で

の
役

割
組

織
を

理
解

し
，

す
べ

て
の

子
ど

も
た

ち
が

係
・

当
番

活
動

に
参

画
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

工
夫

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
６

）
係

・
当

番

活
動

２
５

１
.７

％
２

３
２

０
.７

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

３
４

.５
％

６
.９

％
１

い
じ

め
防

止
対

策
を

具
体

的
に

立
案

し
，

学
校

全
体

の
問

題
と

し
て

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
体

制
を

整
備

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
ど

も
た

ち
の

行
動

を
公

正
に

見
守

り
，

い
じ

め
の

原
因

と
な

る
差

別
や

偏
見

，
無

関
心

が
生

じ
な

い
よ

う
に

，
日

々
の

生
活

を
指

導
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
。

い
じ

め
が

生
じ

る
原

因
と

こ
れ

を
防

止
す

る
た

め
に

試
み

ら
れ

た
様

々
な

取
り

組
み

に
関

す
る

情
報

を
日

々
の

生
徒

指
導

の
場

面
で

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
。

い
じ

め
が

生
じ

る
原

因
と

こ
れ

を
防

止
す

る
対

策
に

関
し

て
の

基
礎

的
な

知
識

を
習

得
し

，
日

々
の

生
徒

指
導

の
場

面
で

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
。

７
）

い
じ

め
防

止
対

策

２
３

４
.５

％
２

３
５

５
.２

％
３

４
３

.４
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

生
徒
指
導
力
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
小
学
校
）



−８１−

１
年

後
の

自
己

評
価

研
修

で
有

効
だ

っ
た

こ
と

現
時

点
で

の
自

己
評

価
４

３
２

１

２
．

意
図

的
，

計
画

的
な

生
徒

指
導

（
道

徳
・

特
別

活
動

・
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
）

１

３
.４

％

３
７

.９
％

１
子

ど
も

た
ち

が
教

師
や

他
の

子
ど

も
た

ち
と

相
互

に
か

か
わ

り
な

が
ら

，
自

分
自

身
の

生
き

方
を

反
省

的
に

見
つ

め
直

し
，

よ
り

豊
か

に
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

学
習

指
導

場
面

を
具

体
的

に
構

想
し

，
実

践
に

至
る

ま
で

の
工

夫
を

若
手

教
員

に
例

示
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

が
他

者
と

と
も

に
生

活
し

な
が

ら
，

自
分

の
生

き
方

や
職

業
観

，
勤

労
観

を
豊

か
に

し
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
指

導
内

容
を

自
立

的
に

開
発

し
，

子
ど

も
た

ち
が

自
分

自
身

の
生

活
を

よ
り

適
正

な
も

の
に

改
善

し
て

い
く

よ
う

に
指

導
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
。

優
れ

た
実

践
事

例
を

参
考

に
し

な
が

ら
，

子
ど

も
た

ち
の

生
活

状
況

に
あ

っ
た

学
習

課
題

を
設

定
し

，
子

ど
も

た
ち

が
自

分
の

生
き

方
を

考
え

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

指
導

計
画

を
立

案
し

，
実

践
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

道
徳

や
特

別
活

動
，

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

趣
旨

を
理

解
し

，
子

ど
も

た
ち

が
自

分
の

生
き

方
を

考
え

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

指
導

計
画

を
立

案
し

，
実

践
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

１
）

生
き

方

２
６

２
.１

％
２

３
０

.０
％

３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

６
.９

％

２
０

.７
％

１
学

校
の

危
機

管
理

や
衛

生
管

理
に

関
す

る
基

礎
的

な
知

識
を

習
得

し
，

子
ど

も
た

ち
の

健
康

と
安

全
を

保
証

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
学

校
運

営
を

具
体

的
に

提
案

し
，

若
手

教
員

に
指

導
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
の

生
活

状
況

を
ふ

ま
え

な
が

ら
，

健
康

や
安

全
に

関
す

る
子

ど
も

た
ち

の
意

識
を

高
め

さ
せ

る
よ

う
な

指
導

内
容

を
自

立
的

に
開

発
し

，
子

ど
も

た
ち

が
自

分
自

身
の

生
活

を
改

善
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

指
導

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

他
の

教
員

の
助

言
や

情
報

を
参

考
に

し
な

が
ら

，
子

ど
も

た
ち

に
健

康
や

安
全

に
関

す
る

意
識

を
高

め
さ

せ
る

よ
う

な
指

導
内

容
を

開
発

し
，

子
ど

も
た

ち
が

自
分

自
身

の
生

活
を

改
善

し
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
指

導
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
の

健
康

や
安

全
に

関
わ

る
基

礎
的

な
知

識
を

習
得

し
，

子
ど

も
た

ち
自

身
が

健
康

管
理

や
安

全
に

関
す

る
意

識
を

高
め

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

指
導

を
実

践
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

２
）

健
康

・
安

全

２
６

５
.５

％
２

３
１

３
.８

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

０
.０

％

１
７

.２
％

１
学

校
行

事
の

趣
旨

が
全

教
員

に
理

解
さ

れ
る

よ
う

に
，

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
示

し
，

子
ど

も
た

ち
の

取
り

組
み

が
最

適
な

も
の

に
な

る
よ

う
に

助
言

や
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。

学
校

行
事

の
趣

旨
を

子
ど

も
た

ち
に

理
解

さ
せ

て
，

子
ど

も
た

ち
が

様
々

な
活

動
を

通
し

て
他

者
と

か
か

わ
り

，
自

分
自

身
を

豊
か

に
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

指
導

し
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

。

学
校

行
事

の
趣

旨
を

理
解

し
，

他
の

教
員

の
助

言
や

情
報

を
参

考
に

し
な

が
ら

，
子

ど
も

た
ち

が
積

極
的

に
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

指
導

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

先
輩

教
員

の
示

唆
に

基
づ

い
て

学
校

行
事

の
趣

旨
を

理
解

し
，

子
ど

も
た

ち
が

積
極

的
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
指

導
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

３
）

学
校

行
事

２
４

８
.３

％
２

３
３

４
.５

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

０
.０

％

２
７

.６
％

１
子

ど
も

た
ち

が
記

述
し

た
報

告
文

を
解

釈
す

る
方

法
と

，
対

話
的

な
指

導
を

展
開

し
て

い
く

方
法

を
若

手
教

員
に

具
体

的
に

例
示

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
ど

も
た

ち
が

自
分

自
身

の
生

き
方

を
見

つ
め

直
す

た
め

に
記

述
し

た
報

告
文

を
的

確
に

評
価

し
，

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

に
対

し
て

，
対

話
的

な
指

導
に

よ
っ

て
適

正
な

助
言

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

他
の

教
員

の
助

言
や

情
報

を
参

考
に

し
な

が
ら

，
子

ど
も

た
ち

が
記

述
し

た
報

告
文

の
内

容
を

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

の
生

活
状

況
を

ふ
ま

え
な

が
ら

理
解

し
，

適
切

な
助

言
を

与
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
が

記
述

し
た

報
告

文
の

内
容

を
子

ど
も

た
ち

一
人

ひ
と

り
の

生
活

状
況

を
ふ

ま
え

な
が

ら
理

解
し

，
適

切
な

助
言

を
与

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

４
）

子
ど

も
た

ち
の

自
己

評

価
活

動
と

対

話
的

指
導

２
５

８
.６

％
２

３
１

３
.８

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

３
．

必
要

に
応

じ
て

展
開

さ
れ

る
生

徒
指

導

１

４
.８

％

６
.９

％
１

子
ど

も
た

ち
と

教
員

の
対

話
が

適
切

に
行

わ
れ

る
よ

う
な

環
境

を
整

備
し

，
若

手
教

員
の

た
め

に
，

教
育

相
談

の
基

本
的

な
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

提
示

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

悩
み

や
不

安
を

抱
い

て
い

る
子

ど
も

た
ち

の
状

況
を

的
確

に
把

握
し

，
問

題
の

解
決

へ
の

道
筋

を
適

切
に

指
導

・
助

言
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

他
の

教
員

の
助

言
や

情
報

を
参

考
に

し
な

が
ら

，
子

ど
も

た
ち

が
安

心
し

て
相

談
す

る
こ

と
が

で
き

る
場

を
工

夫
し

，
子

ど
も

た
ち

一
人

ひ
と

り
の

思
い

を
理

解
し

な
が

ら
，

適
切

な
助

言
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。

先
輩

教
員

の
示

唆
に

基
づ

い
て

，
子

ど
も

た
ち

が
安

心
し

て
相

談
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

場
を

工
夫

し
，

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

の
思

い
を

理
解

し
な

が
ら

，
適

切
な

助
言

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

１
）

教
育

相
談

２
５

１
.７

％
２

３
４

１
.４

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

４
１

.４
％

５
８

.６
％

１
特

別
支

援
教

育
を

必
要

と
す

る
子

ど
も

た
ち

の
保

護
者

と
教

員
，

関
係

機
関

の
専

門
員

が
連

携
し

，
協

同
的

に
個

別
の

教
育

支
援

計
画

や
個

別
の

指
導

計
画

を
工

夫
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

環
境

に
配

慮
し

，
助

言
や

支
援

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

障
害

を
も

つ
子

ど
も

の
生

活
状

況
や

将
来

へ
の

願
い

を
的

確
に

把
握

し
，

個
別

の
教

育
支

援
計

画
や

個
別

の
指

導
計

画
を

立
案

し
，

そ
の

子
ど

も
が

自
立

的
に

生
活

を
展

開
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

適
正

な
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。

発
達

障
害

や
そ

の
他

の
障

害
を

も
つ

子
ど

も
た

ち
の

障
害

の
状

況
や

本
人

と
保

護
者

の
願

い
を

的
確

に
把

握
し

，
先

輩
教

員
の

助
言

を
受

け
な

が
ら

，
個

別
の

教
育

支
援

計
画

や
個

別
の

指
導

計
画

を
立

案
し

，
特

別
支

援
を

実
際

に
展

開
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
。

発
達

障
害

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

を
習

得
し

，
先

輩
教

員
の

支
援

を
受

け
な

が
ら

，
障

害
を

持
つ

子
ど

も
の

た
め

に
構

想
さ

れ
る

個
別

の
教

育
支

援
計

画
や

個
別

の
指

導
計

画
を

立
案

し
，

特
別

支
援

を
実

際
に

展
開

し
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

。

２
）

特
別

支
援

教
育

２
２

０
.７

％
２

３
１

３
.８

％
３

４
６

.９
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

３
４

.５
％

４
８

.３
％

１
問

題
行

動
を

起
こ

し
た

子
ど

も
の

背
景

に
あ

る
事

情
と

問
題

行
動

の
直

接
的

な
原

因
を

当
該

の
教

員
と

連
携

し
な

が
ら

的
確

に
把

握
し

，
具

体
的

な
相

談
や

治
療

，
指

導
の

方
針

を
助

言
し

，
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

問
題

行
動

を
起

こ
し

た
子

ど
も

の
背

景
に

あ
る

事
情

と
問

題
行

動
の

直
接

的
な

原
因

を
的

確
に

把
握

し
，

相
談

，
治

療
，

指
導

を
通

し
て

，
自

立
的

な
反

省
や

更
正

を
促

す
よ

う
に

指
導

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

ス
ク

ー
ル

リ
ー

ダ
ー

か
ら

示
唆

を
受

け
な

が
ら

，
問

題
行

動
を

起
こ

し
た

子
ど

も
へ

の
相

談
，

治
療

，
指

導
を

行
い

，
そ

の
子

ど
も

に
対

し
て

，
自

立
的

な
反

省
や

更
正

を
促

す
よ

う
に

指
導

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
ど

も
の

問
題

行
動

に
対

処
す

る
た

め
に

必
要

と
さ

れ
る

基
礎

的
な

知
識

を
習

得
し

，
先

輩
教

員
の

支
援

を
受

け
な

が
ら

，
相

談
や

治
療

，
指

導
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
３

）
問

題
行

動

２
３

４
.５

％
２

３
１

７
.２

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答



−８２−

１
年

後
の

自
己

評
価

研
修

で
有

効
だ

っ
た

こ
と

現
時

点
で

の
自

己
評

価
４

３
２

１

４
．

子
ど

も
た

ち
へ

の
評

価
と

査
定

１

６
.９

％

２
７

.６
％

１
子

ど
も

た
ち

の
行

動
を

観
察

し
，

そ
の

気
づ

き
を

記
録

し
て

い
く

若
手

教
員

に
対

し
て

，
留

意
す

る
べ

き
事

項
を

具
体

的
に

助
言

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

保
護

者
や

他
の

教
員

か
ら

の
情

報
を

参
考

に
し

な
が

ら
，

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

の
日

々
の

行
動

か
ら

，
生

活
状

況
に

関
す

る
気

づ
き

と
課

題
を

記
録

し
，

子
ど

も
た

ち
の

生
活

が
よ

り
豊

か
な

も
の

に
改

善
さ

れ
る

よ
う

に
助

言
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

保
護

者
や

他
の

教
員

か
ら

の
情

報
を

参
考

に
し

な
が

ら
，

子
ど

も
た

ち
の

具
体

的
な

行
動

か
ら

子
ど

も
た

ち
の

生
活

状
況

を
記

録
し

，
よ

り
豊

か
な

生
き

方
を

目
指

す
た

め
に

必
要

と
さ

れ
る

課
題

を
明

確
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

先
輩

教
員

の
助

言
や

保
護

者
か

ら
の

情
報

を
参

考
に

し
な

が
ら

，
子

ど
も

た
ち

の
具

体
的

な
行

動
か

ら
子

ど
も

た
ち

の
生

活
状

況
を

公
正

に
把

握
し

，
記

録
に

残
す

こ
と

が
で

き
る

。

１
）

子
ど

も
た

ち
の

生
活

状

況
に

関
す

る

気
づ

き
の

記

録

２
３

１
.０

％
２

３
４

１
.４

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

３
.４

％

１
３

.８
％

１
若

手
教

員
が

子
ど

も
た

ち
の

生
活

お
よ

び
行

動
の

記
録

や
所

見
通

信
票

や
指

導
要

録
に

適
正

に
記

述
し

，
説

明
責

任
の

あ
る

査
定

が
で

き
る

よ
う

に
助

言
や

例
示

，
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。

子
ど

も
た

ち
が

記
述

し
た

報
告

文
や

日
々

の
生

活
行

動
の

観
察

記
録

に
基

づ
い

て
，

通
信

票
や

指
導

要
録

の
生

活
及

び
行

動
の

記
録

や
所

見
を

適
正

に
記

述
し

，
説

明
責

任
を

明
ら

か
に

す
る

と
同

時
に

，
保

護
者

と
の

連
携

や
生

徒
指

導
に

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
。

他
の

教
員

か
ら

の
情

報
を

参
考

に
し

な
が

ら
，

子
ど

も
た

ち
が

記
述

し
た

報
告

文
や

日
々

の
生

活
行

動
の

観
察

記
録

に
基

づ
い

て
，

通
信

票
や

指
導

要
録

の
生

活
及

び
行

動
の

記
録

や
所

見
を

適
正

に
記

述
し

，
生

徒
指

導
に

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
。

先
輩

教
員

の
助

言
を

受
け

な
が

ら
，

子
ど

も
た

ち
が

記
述

し
た

報
告

文
や

日
々

の
生

活
行

動
の

観
察

記
録

に
基

づ
い

て
，

通
信

票
や

指
導

要
録

の
生

活
及

び
行

動
の

記
録

や
所

見
を

適
正

に
記

述
し

，
生

徒
指

導
に

生
か

す
こ

と
が

で
き

る

２
）

評
価

と
査

定

２
５

１
.７

％
２

３
３

４
.５

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答



−８３−

１
年

後
の

自
己

評
価

研
修

で
有

効
だ

っ
た

こ
と

現
時

点
で

の
自

己
評

価
４

３
２

１

児
童
生
徒
理
解
力
・
学
級
経
営
力
（
生
徒
指
導
力
）

１
．

日
々

の
生

徒
指

導
（

学
級

経
営

・
学

校
経

営
）

１

３
１

.４
％

３
１

.４
％

１
変

わ
り

続
け

る
子

ど
も

た
ち

の
生

活
状

況
を

的
確

に
把

握
し

，
子

ど
も

た
ち

が
豊

か
に

成
長

し
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
学

校
運

営
の

方
針

を
提

案
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

信
頼

で
き

る
情

報
に

基
づ

い
て

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

の
生

活
状

況
を

的
確

に
と

ら
え

，
適

切
な

指
導

方
針

を
明

確
に

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

他
の

教
員

の
助

言
や

情
報

を
参

考
に

し
な

が
ら

，
子

ど
も

た
ち

一
人

ひ
と

り
の

生
活

状
況

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
の

発
達

状
況

に
あ

っ
た

心
理

的
特

性
に

関
す

る
基

礎
的

な
知

識
を

習
得

し
，

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

の
生

活
状

況
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

１
）

児
童

生
徒

の
生

活
状

況

の
把

握

２
５

７
.１

％
２

３
４

２
.９

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

４
５

.７
％

１
４

.３
％

１
子

ど
も

た
ち

の
生

活
状

況
と

教
師

集
団

の
特

性
を

ふ
ま

え
な

が
ら

，
学

校
の

状
況

に
ふ

さ
わ

し
い

人
権

教
育

の
課

題
を

提
案

し
，

具
体

的
な

取
り

組
み

を
例

示
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

日
々

の
生

活
の

中
で

，
子

ど
も

た
ち

が
他

者
の

人
権

を
意

識
し

，
他

者
の

気
持

ち
に

沿
い

な
が

ら
自

分
自

身
の

思
考

や
行

動
を

調
整

で
き

る
よ

う
に

指
導

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

信
頼

さ
れ

る
教

育
的

関
係

の
中

で
，

子
ど

も
た

ち
が

相
互

に
認

め
合

い
，

差
別

や
偏

見
の

な
い

生
き

方
を

求
め

よ
う

と
す

る
態

度
を

育
む

よ
う

に
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

人
権

教
育

に
関

わ
る

基
礎

的
な

知
識

を
習

得
し

，
子

ど
も

た
ち

一
人

ひ
と

り
が

相
互

に
支

え
合

い
な

が
ら

学
校

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

指
導

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

２
）

人
権

２
４

５
.７

％
２

３
３

１
.４

％
３

４
８

.６
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

５
.７

％

１
７

.１
％

１
学

校
目

標
の

趣
旨

を
理

解
し

，
子

ど
も

た
ち

の
生

活
状

況
に

ふ
さ

わ
し

い
学

級
目

標
や

諸
施

策
が

適
正

に
開

発
さ

れ
る

よ
う

に
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

提
示

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
校

目
標

の
趣

旨
を

理
解

し
，

こ
れ

に
基

づ
い

て
学

級
の

特
性

に
適

し
た

学
級

目
標

を
子

ど
も

た
ち

と
協

同
的

に
設

定
し

，
さ

ら
に

，
学

級
目

標
の

達
成

の
た

め
に

具
体

的
な

施
策

を
工

夫
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
校

目
標

の
趣

旨
を

理
解

し
，

他
の

教
員

の
助

言
や

情
報

を
参

考
に

し
な

が
ら

学
級

目
標

を
設

定
し

，
こ

れ
を

実
現

さ
せ

る
た

め
に

必
要

と
さ

れ
る

施
策

を
工

夫
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
校

目
標

の
趣

旨
を

理
解

し
，

先
輩

教
員

の
示

唆
を

得
な

が
ら

，
子

ど
も

た
ち

の
実

態
に

あ
っ

た
学

級
目

標
を

設
定

し
，

こ
れ

を
実

現
さ

せ
る

た
め

に
必

要
と

さ
れ

る
施

策
を

工
夫

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

３
）

学
校

目

標
・

学
級

目

標
・

諸
施

策

２
５

４
.３

％
２

３
２

８
.６

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

２
８

.６
％

８
.６

％
１

教
員

と
子

ど
も

た
ち

が
望

ま
し

い
教

育
的

関
係

を
維

持
し

，
活

発
に

か
か

わ
り

合
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
助

言
や

支
援

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
が

自
分

の
立

場
と

他
者

の
立

場
の

双
方

に
配

慮
し

な
が

ら
，

安
心

し
て

生
活

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
教

室
の

状
況

を
維

持
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

の
存

在
が

相
互

に
認

め
ら

れ
，

尊
重

さ
れ

る
よ

う
な

教
室

の
状

況
を

維
持

す
る

こ
と

が
で

き
る

。　

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

と
対

話
し

，
子

ど
も

た
ち

が
安

心
し

て
生

活
で

き
る

よ
う

な
教

室
の

状
況

を
作

り
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

４
）

精
神

的
な

環
境

の
整

備

２
４

５
.７

％
２

３
４

０
.０

％
３

４
５

.７
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

１
１

.４
％

５
.７

％
１

子
ど

も
た

ち
や

教
師

が
望

ま
し

い
教

育
的

環
境

を
維

持
し

な
が

ら
学

校
生

活
を

展
開

し
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
学

校
環

境
を

工
夫

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
ど

も
た

ち
が

主
体

的
な

学
校

生
活

を
送

り
，

誤
解

や
疑

惑
等

が
生

じ
な

い
よ

う
な

環
境

を
整

備
し

，
維

持
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
が

安
心

し
て

生
活

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

，
他

の
教

員
の

助
言

や
情

報
を

参
考

に
し

な
が

ら
，

教
室

の
物

的
な

環
境

を
整

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
ど

も
た

ち
が

安
心

し
て

生
活

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

，
先

輩
講

師
の

示
唆

を
得

な
が

ら
，

教
室

の
物

的
な

環
境

を
整

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
５

）
物

的
な

環

境
の

整
備

２
４

８
.６

％
２

３
３

７
.１

％
３

４
８

.６
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

８
.６

％

１
１

.４
％

１
学

級
経

営
に

お
け

る
係

・
班

活
動

の
意

義
を

若
手

教
員

に
理

解
さ

せ
，

適
切

な
学

級
経

営
が

維
持

さ
れ

る
よ

う
に

配
慮

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
ど

も
た

ち
の

信
頼

関
係

が
深

ま
る

よ
う

な
係

・
当

番
活

動
を

整
備

し
，

す
べ

て
の

子
ど

も
た

ち
が

参
画

し
，

有
能

感
を

味
わ

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

工
夫

す
る

こ
と

が
で

き
る

。　

子
ど

も
た

ち
の

役
割

意
識

が
活

性
化

さ
れ

る
よ

う
な

係
・

当
番

活
動

を
整

備
し

，
す

べ
て

の
子

ど
も

た
ち

が
参

画
で

き
る

よ
う

に
工

夫
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

教
室

内
で

の
役

割
組

織
を

理
解

し
，

す
べ

て
の

子
ど

も
た

ち
が

係
・

当
番

活
動

に
参

画
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

工
夫

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
６

）
係

・
当

番

活
動

２
６

２
.９

％
２

３
２

５
.７

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

３
７

.１
％

２
.９

％
１

い
じ

め
防

止
対

策
を

具
体

的
に

立
案

し
，

学
校

全
体

の
問

題
と

し
て

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
体

制
を

整
備

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
ど

も
た

ち
の

行
動

を
公

正
に

見
守

り
，

い
じ

め
の

原
因

と
な

る
差

別
や

偏
見

，
無

関
心

が
生

じ
な

い
よ

う
に

，
日

々
の

生
活

を
指

導
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
。

い
じ

め
が

生
じ

る
原

因
と

こ
れ

を
防

止
す

る
た

め
に

試
み

ら
れ

た
様

々
な

取
り

組
み

に
関

す
る

情
報

を
日

々
の

生
徒

指
導

の
場

面
で

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
。

い
じ

め
が

生
じ

る
原

因
と

こ
れ

を
防

止
す

る
対

策
に

関
し

て
の

基
礎

的
な

知
識

を
習

得
し

，
日

々
の

生
徒

指
導

の
場

面
で

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
。

７
）

い
じ

め
防

止
対

策

２
３

７
.１

％
２

３
５

７
.１

％
３

４
２

.９
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

生
徒
指
導
力
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
中
学
校
）



−８４−

１
年

後
の

自
己

評
価

研
修

で
有

効
だ

っ
た

こ
と

現
時

点
で

の
自

己
評

価
４

３
２

１

２
．

意
図

的
，

計
画

的
な

生
徒

指
導

（
道

徳
・

特
別

活
動

・
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
）

１

２
２

.９
％

１
７

.１
％

１
子

ど
も

た
ち

が
教

師
や

他
の

子
ど

も
た

ち
と

相
互

に
か

か
わ

り
な

が
ら

，
自

分
自

身
の

生
き

方
を

反
省

的
に

見
つ

め
直

し
，

よ
り

豊
か

に
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

学
習

指
導

場
面

を
具

体
的

に
構

想
し

，
実

践
に

至
る

ま
で

の
工

夫
を

若
手

教
員

に
例

示
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

が
他

者
と

と
も

に
生

活
し

な
が

ら
，

自
分

の
生

き
方

や
職

業
観

，
勤

労
観

を
豊

か
に

し
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
指

導
内

容
を

自
立

的
に

開
発

し
，

子
ど

も
た

ち
が

自
分

自
身

の
生

活
を

よ
り

適
正

な
も

の
に

改
善

し
て

い
く

よ
う

に
指

導
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
。

優
れ

た
実

践
事

例
を

参
考

に
し

な
が

ら
，

子
ど

も
た

ち
の

生
活

状
況

に
あ

っ
た

学
習

課
題

を
設

定
し

，
子

ど
も

た
ち

が
自

分
の

生
き

方
を

考
え

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

指
導

計
画

を
立

案
し

，
実

践
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

道
徳

や
特

別
活

動
，

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

趣
旨

を
理

解
し

，
子

ど
も

た
ち

が
自

分
の

生
き

方
を

考
え

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

指
導

計
画

を
立

案
し

，
実

践
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

１
）

生
き

方

２
６

２
.９

％
２

３
１

７
.１

％
３

４
２

.９
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

２
２

.９
％

１
４

.３
％

１
学

校
の

危
機

管
理

や
衛

生
管

理
に

関
す

る
基

礎
的

な
知

識
を

習
得

し
，

子
ど

も
た

ち
の

健
康

と
安

全
を

保
証

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
学

校
運

営
を

具
体

的
に

提
案

し
，

若
手

教
員

に
指

導
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
の

生
活

状
況

を
ふ

ま
え

な
が

ら
，

健
康

や
安

全
に

関
す

る
子

ど
も

た
ち

の
意

識
を

高
め

さ
せ

る
よ

う
な

指
導

内
容

を
自

立
的

に
開

発
し

，
子

ど
も

た
ち

が
自

分
自

身
の

生
活

を
改

善
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

指
導

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

他
の

教
員

の
助

言
や

情
報

を
参

考
に

し
な

が
ら

，
子

ど
も

た
ち

に
健

康
や

安
全

に
関

す
る

意
識

を
高

め
さ

せ
る

よ
う

な
指

導
内

容
を

開
発

し
，

子
ど

も
た

ち
が

自
分

自
身

の
生

活
を

改
善

し
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
指

導
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
の

健
康

や
安

全
に

関
わ

る
基

礎
的

な
知

識
を

習
得

し
，

子
ど

も
た

ち
自

身
が

健
康

管
理

や
安

全
に

関
す

る
意

識
を

高
め

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

指
導

を
実

践
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

２
）

健
康

・
安

全

２
６

０
.０

％
２

３
２

５
.７

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

５
.７

％

２
.９

％
１

学
校

行
事

の
趣

旨
が

全
教

員
に

理
解

さ
れ

る
よ

う
に

，
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

示
し

，
子

ど
も

た
ち

の
取

り
組

み
が

最
適

な
も

の
に

な
る

よ
う

に
助

言
や

支
援

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

学
校

行
事

の
趣

旨
を

子
ど

も
た

ち
に

理
解

さ
せ

て
，

子
ど

も
た

ち
が

様
々

な
活

動
を

通
し

て
他

者
と

か
か

わ
り

，
自

分
自

身
を

豊
か

に
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

指
導

し
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

。

学
校

行
事

の
趣

旨
を

理
解

し
，

他
の

教
員

の
助

言
や

情
報

を
参

考
に

し
な

が
ら

，
子

ど
も

た
ち

が
積

極
的

に
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

指
導

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

先
輩

教
員

の
示

唆
に

基
づ

い
て

学
校

行
事

の
趣

旨
を

理
解

し
，

子
ど

も
た

ち
が

積
極

的
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
指

導
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

３
）

学
校

行
事

２
３

１
.４

％
２

３
５

７
.１

％
３

４
８

.６
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

１
１

.４
％

１
１

.４
％

１
子

ど
も

た
ち

が
記

述
し

た
報

告
文

を
解

釈
す

る
方

法
と

，
対

話
的

な
指

導
を

展
開

し
て

い
く

方
法

を
若

手
教

員
に

具
体

的
に

例
示

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
ど

も
た

ち
が

自
分

自
身

の
生

き
方

を
見

つ
め

直
す

た
め

に
記

述
し

た
報

告
文

を
的

確
に

評
価

し
，

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

に
対

し
て

，
対

話
的

な
指

導
に

よ
っ

て
適

正
な

助
言

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

他
の

教
員

の
助

言
や

情
報

を
参

考
に

し
な

が
ら

，
子

ど
も

た
ち

が
記

述
し

た
報

告
文

の
内

容
を

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

の
生

活
状

況
を

ふ
ま

え
な

が
ら

理
解

し
，

適
切

な
助

言
を

与
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
が

記
述

し
た

報
告

文
の

内
容

を
子

ど
も

た
ち

一
人

ひ
と

り
の

生
活

状
況

を
ふ

ま
え

な
が

ら
理

解
し

，
適

切
な

助
言

を
与

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

４
）

子
ど

も
た

ち
の

自
己

評

価
活

動
と

対

話
的

指
導

２
５

４
.３

％
２

３
３

４
.３

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

３
．

必
要

に
応

じ
て

展
開

さ
れ

る
生

徒
指

導

１

５
７

.１
％

２
.９

％
１

子
ど

も
た

ち
と

教
員

の
対

話
が

適
切

に
行

わ
れ

る
よ

う
な

環
境

を
整

備
し

，
若

手
教

員
の

た
め

に
，

教
育

相
談

の
基

本
的

な
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

提
示

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

悩
み

や
不

安
を

抱
い

て
い

る
子

ど
も

た
ち

の
状

況
を

的
確

に
把

握
し

，
問

題
の

解
決

へ
の

道
筋

を
適

切
に

指
導

・
助

言
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

他
の

教
員

の
助

言
や

情
報

を
参

考
に

し
な

が
ら

，
子

ど
も

た
ち

が
安

心
し

て
相

談
す

る
こ

と
が

で
き

る
場

を
工

夫
し

，
子

ど
も

た
ち

一
人

ひ
と

り
の

思
い

を
理

解
し

な
が

ら
，

適
切

な
助

言
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。

先
輩

教
員

の
示

唆
に

基
づ

い
て

，
子

ど
も

た
ち

が
安

心
し

て
相

談
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

場
を

工
夫

し
，

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

の
思

い
を

理
解

し
な

が
ら

，
適

切
な

助
言

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

１
）

教
育

相
談

２
６

０
.０

％
２

３
３

７
.１

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

４
２

.９
％

３
４

.３
％

１
特

別
支

援
教

育
を

必
要

と
す

る
子

ど
も

た
ち

の
保

護
者

と
教

員
，

関
係

機
関

の
専

門
員

が
連

携
し

，
協

同
的

に
個

別
の

教
育

支
援

計
画

や
個

別
の

指
導

計
画

を
工

夫
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

環
境

に
配

慮
し

，
助

言
や

支
援

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

障
害

を
も

つ
子

ど
も

の
生

活
状

況
や

将
来

へ
の

願
い

を
的

確
に

把
握

し
，

個
別

の
教

育
支

援
計

画
や

個
別

の
指

導
計

画
を

立
案

し
，

そ
の

子
ど

も
が

自
立

的
に

生
活

を
展

開
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

適
正

な
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。

発
達

障
害

や
そ

の
他

の
障

害
を

も
つ

子
ど

も
た

ち
の

障
害

の
状

況
や

本
人

と
保

護
者

の
願

い
を

的
確

に
把

握
し

，
先

輩
教

員
の

助
言

を
受

け
な

が
ら

，
個

別
の

教
育

支
援

計
画

や
個

別
の

指
導

計
画

を
立

案
し

，
特

別
支

援
を

実
際

に
展

開
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
。

発
達

障
害

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

を
習

得
し

，
先

輩
教

員
の

支
援

を
受

け
な

が
ら

，
障

害
を

持
つ

子
ど

も
の

た
め

に
構

想
さ

れ
る

個
別

の
教

育
支

援
計

画
や

個
別

の
指

導
計

画
を

立
案

し
，

特
別

支
援

を
実

際
に

展
開

し
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

。

２
）

特
別

支
援

教
育

２
５

１
.４

％
２

３
１

１
.４

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
２

.９
％

無
回

答

１

５
７

.１
％

１
１

.４
％

１
問

題
行

動
を

起
こ

し
た

子
ど

も
の

背
景

に
あ

る
事

情
と

問
題

行
動

の
直

接
的

な
原

因
を

当
該

の
教

員
と

連
携

し
な

が
ら

的
確

に
把

握
し

，
具

体
的

な
相

談
や

治
療

，
指

導
の

方
針

を
助

言
し

，
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

問
題

行
動

を
起

こ
し

た
子

ど
も

の
背

景
に

あ
る

事
情

と
問

題
行

動
の

直
接

的
な

原
因

を
的

確
に

把
握

し
，

相
談

，
治

療
，

指
導

を
通

し
て

，
自

立
的

な
反

省
や

更
正

を
促

す
よ

う
に

指
導

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

ス
ク

ー
ル

リ
ー

ダ
ー

か
ら

示
唆

を
受

け
な

が
ら

，
問

題
行

動
を

起
こ

し
た

子
ど

も
へ

の
相

談
，

治
療

，
指

導
を

行
い

，
そ

の
子

ど
も

に
対

し
て

，
自

立
的

な
反

省
や

更
正

を
促

す
よ

う
に

指
導

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
ど

も
の

問
題

行
動

に
対

処
す

る
た

め
に

必
要

と
さ

れ
る

基
礎

的
な

知
識

を
習

得
し

，
先

輩
教

員
の

支
援

を
受

け
な

が
ら

，
相

談
や

治
療

，
指

導
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
３

）
問

題
行

動

２
６

０
.０

％
２

３
２

０
.０

％
３

４
８

.６
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答



−８５−

１
年

後
の

自
己

評
価

研
修

で
有

効
だ

っ
た

こ
と

現
時

点
で

の
自

己
評

価
４

３
２

１

４
．

子
ど

も
た

ち
へ

の
評

価
と

査
定

１

２
２

.９
％

８
.６

％
１

子
ど

も
た

ち
の

行
動

を
観

察
し

，
そ

の
気

づ
き

を
記

録
し

て
い

く
若

手
教

員
に

対
し

て
，

留
意

す
る

べ
き

事
項

を
具

体
的

に
助

言
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

保
護

者
や

他
の

教
員

か
ら

の
情

報
を

参
考

に
し

な
が

ら
，

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

の
日

々
の

行
動

か
ら

，
生

活
状

況
に

関
す

る
気

づ
き

と
課

題
を

記
録

し
，

子
ど

も
た

ち
の

生
活

が
よ

り
豊

か
な

も
の

に
改

善
さ

れ
る

よ
う

に
助

言
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

保
護

者
や

他
の

教
員

か
ら

の
情

報
を

参
考

に
し

な
が

ら
，

子
ど

も
た

ち
の

具
体

的
な

行
動

か
ら

子
ど

も
た

ち
の

生
活

状
況

を
記

録
し

，
よ

り
豊

か
な

生
き

方
を

目
指

す
た

め
に

必
要

と
さ

れ
る

課
題

を
明

確
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

先
輩

教
員

の
助

言
や

保
護

者
か

ら
の

情
報

を
参

考
に

し
な

が
ら

，
子

ど
も

た
ち

の
具

体
的

な
行

動
か

ら
子

ど
も

た
ち

の
生

活
状

況
を

公
正

に
把

握
し

，
記

録
に

残
す

こ
と

が
で

き
る

。

１
）

子
ど

も
た

ち
の

生
活

状

況
に

関
す

る

気
づ

き
の

記

録

２
５

７
.１

％
２

３
３

４
.３

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

１
４

.３
％

８
.６

％
１

若
手

教
員

が
子

ど
も

た
ち

の
生

活
お

よ
び

行
動

の
記

録
や

所
見

通
信

票
や

指
導

要
録

に
適

正
に

記
述

し
，

説
明

責
任

の
あ

る
査

定
が

で
き

る
よ

う
に

助
言

や
例

示
，

支
援

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
が

記
述

し
た

報
告

文
や

日
々

の
生

活
行

動
の

観
察

記
録

に
基

づ
い

て
，

通
信

票
や

指
導

要
録

の
生

活
及

び
行

動
の

記
録

や
所

見
を

適
正

に
記

述
し

，
説

明
責

任
を

明
ら

か
に

す
る

と
同

時
に

，
保

護
者

と
の

連
携

や
生

徒
指

導
に

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
。

他
の

教
員

か
ら

の
情

報
を

参
考

に
し

な
が

ら
，

子
ど

も
た

ち
が

記
述

し
た

報
告

文
や

日
々

の
生

活
行

動
の

観
察

記
録

に
基

づ
い

て
，

通
信

票
や

指
導

要
録

の
生

活
及

び
行

動
の

記
録

や
所

見
を

適
正

に
記

述
し

，
生

徒
指

導
に

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
。

先
輩

教
員

の
助

言
を

受
け

な
が

ら
，

子
ど

も
た

ち
が

記
述

し
た

報
告

文
や

日
々

の
生

活
行

動
の

観
察

記
録

に
基

づ
い

て
，

通
信

票
や

指
導

要
録

の
生

活
及

び
行

動
の

記
録

や
所

見
を

適
正

に
記

述
し

，
生

徒
指

導
に

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
。

２
）

評
価

と
査

定

２
５

４
.３

％
２

３
３

７
.１

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答



−８６−

１
年

後
の

自
己

評
価

研
修

で
有

効
だ

っ
た

こ
と

現
時

点
で

の
自

己
評

価
４

３
２

１

児
童
生
徒
理
解
力
・
学
級
経
営
力
（
生
徒
指
導
力
）

１
．

日
々

の
生

徒
指

導
（

学
級

経
営

・
学

校
経

営
）

１

２
２

.２
％

２
.２

％
１

変
わ

り
続

け
る

子
ど

も
た

ち
の

生
活

状
況

を
的

確
に

把
握

し
，

子
ど

も
た

ち
が

豊
か

に
成

長
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

学
校

運
営

の
方

針
を

提
案

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

信
頼

で
き

る
情

報
に

基
づ

い
て

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

の
生

活
状

況
を

的
確

に
と

ら
え

，
適

切
な

指
導

方
針

を
明

確
に

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

他
の

教
員

の
助

言
や

情
報

を
参

考
に

し
な

が
ら

，
子

ど
も

た
ち

一
人

ひ
と

り
の

生
活

状
況

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
の

発
達

状
況

に
あ

っ
た

心
理

的
特

性
に

関
す

る
基

礎
的

な
知

識
を

習
得

し
，

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

の
生

活
状

況
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

１
）

児
童

生
徒

の
生

活
状

況

の
把

握

２
６

２
.２

％
２

３
３

３
.３

％
３

４
２

.２
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

３
１

.１
％

１
１

.１
％

１
子

ど
も

た
ち

の
生

活
状

況
と

教
師

集
団

の
特

性
を

ふ
ま

え
な

が
ら

，
学

校
の

状
況

に
ふ

さ
わ

し
い

人
権

教
育

の
課

題
を

提
案

し
，

具
体

的
な

取
り

組
み

を
例

示
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

日
々

の
生

活
の

中
で

，
子

ど
も

た
ち

が
他

者
の

人
権

を
意

識
し

，
他

者
の

気
持

ち
に

沿
い

な
が

ら
自

分
自

身
の

思
考

や
行

動
を

調
整

で
き

る
よ

う
に

指
導

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

信
頼

さ
れ

る
教

育
的

関
係

の
中

で
，

子
ど

も
た

ち
が

相
互

に
認

め
合

い
，

差
別

や
偏

見
の

な
い

生
き

方
を

求
め

よ
う

と
す

る
態

度
を

育
む

よ
う

に
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

人
権

教
育

に
関

わ
る

基
礎

的
な

知
識

を
習

得
し

，
子

ど
も

た
ち

一
人

ひ
と

り
が

相
互

に
支

え
合

い
な

が
ら

学
校

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

指
導

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

２
）

人
権

２
４

６
.７

％
２

３
３

５
.６

％
３

４
６

.７
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

０
.０

％

１
７

.８
％

１
学

校
目

標
の

趣
旨

を
理

解
し

，
子

ど
も

た
ち

の
生

活
状

況
に

ふ
さ

わ
し

い
学

級
目

標
や

諸
施

策
が

適
正

に
開

発
さ

れ
る

よ
う

に
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

提
示

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
校

目
標

の
趣

旨
を

理
解

し
，

こ
れ

に
基

づ
い

て
学

級
の

特
性

に
適

し
た

学
級

目
標

を
子

ど
も

た
ち

と
協

同
的

に
設

定
し

，
さ

ら
に

，
学

級
目

標
の

達
成

の
た

め
に

具
体

的
な

施
策

を
工

夫
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
校

目
標

の
趣

旨
を

理
解

し
，

他
の

教
員

の
助

言
や

情
報

を
参

考
に

し
な

が
ら

学
級

目
標

を
設

定
し

，
こ

れ
を

実
現

さ
せ

る
た

め
に

必
要

と
さ

れ
る

施
策

を
工

夫
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
校

目
標

の
趣

旨
を

理
解

し
，

先
輩

教
員

の
示

唆
を

得
な

が
ら

，
子

ど
も

た
ち

の
実

態
に

あ
っ

た
学

級
目

標
を

設
定

し
，

こ
れ

を
実

現
さ

せ
る

た
め

に
必

要
と

さ
れ

る
施

策
を

工
夫

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

３
）

学
校

目

標
・

学
級

目

標
・

諸
施

策

２
６

２
.２

％
２

３
２

０
.０

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

１
３

.３
％

１
１

.１
％

１
教

員
と

子
ど

も
た

ち
が

望
ま

し
い

教
育

的
関

係
を

維
持

し
，

活
発

に
か

か
わ

り
合

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

助
言

や
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。

子
ど

も
た

ち
が

自
分

の
立

場
と

他
者

の
立

場
の

双
方

に
配

慮
し

な
が

ら
，

安
心

し
て

生
活

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
教

室
の

状
況

を
維

持
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

の
存

在
が

相
互

に
認

め
ら

れ
，

尊
重

さ
れ

る
よ

う
な

教
室

の
状

況
を

維
持

す
る

こ
と

が
で

き
る

。　

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

と
対

話
し

，
子

ど
も

た
ち

が
安

心
し

て
生

活
で

き
る

よ
う

な
教

室
の

状
況

を
作

り
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

４
）

精
神

的
な

環
境

の
整

備

２
４

０
.０

％
２

３
３

７
.８

％
３

４
１

１
.１

％
４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

４
.４

％

６
.７

％
１

子
ど

も
た

ち
や

教
師

が
望

ま
し

い
教

育
的

環
境

を
維

持
し

な
が

ら
学

校
生

活
を

展
開

し
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
学

校
環

境
を

工
夫

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
ど

も
た

ち
が

主
体

的
な

学
校

生
活

を
送

り
，

誤
解

や
疑

惑
等

が
生

じ
な

い
よ

う
な

環
境

を
整

備
し

，
維

持
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
が

安
心

し
て

生
活

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

，
他

の
教

員
の

助
言

や
情

報
を

参
考

に
し

な
が

ら
，

教
室

の
物

的
な

環
境

を
整

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
ど

も
た

ち
が

安
心

し
て

生
活

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

，
先

輩
講

師
の

示
唆

を
得

な
が

ら
，

教
室

の
物

的
な

環
境

を
整

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
５

）
物

的
な

環

境
の

整
備

２
４

６
.７

％
２

３
４

２
.２

％
３

４
４

.４
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

２
.２

％

２
８

.９
％

１
学

級
経

営
に

お
け

る
係

・
班

活
動

の
意

義
を

若
手

教
員

に
理

解
さ

せ
，

適
切

な
学

級
経

営
が

維
持

さ
れ

る
よ

う
に

配
慮

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
ど

も
た

ち
の

信
頼

関
係

が
深

ま
る

よ
う

な
係

・
当

番
活

動
を

整
備

し
，

す
べ

て
の

子
ど

も
た

ち
が

参
画

し
，

有
能

感
を

味
わ

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

工
夫

す
る

こ
と

が
で

き
る

。　

子
ど

も
た

ち
の

役
割

意
識

が
活

性
化

さ
れ

る
よ

う
な

係
・

当
番

活
動

を
整

備
し

，
す

べ
て

の
子

ど
も

た
ち

が
参

画
で

き
る

よ
う

に
工

夫
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

教
室

内
で

の
役

割
組

織
を

理
解

し
，

す
べ

て
の

子
ど

も
た

ち
が

係
・

当
番

活
動

に
参

画
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

工
夫

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
６

）
係

・
当

番

活
動

２
４

６
.７

％
２

３
２

０
.０

％
３

４
４

.４
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

３
１

.１
％

１
５

.６
％

１
い

じ
め

防
止

対
策

を
具

体
的

に
立

案
し

，
学

校
全

体
の

問
題

と
し

て
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

体
制

を
整

備
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
の

行
動

を
公

正
に

見
守

り
，

い
じ

め
の

原
因

と
な

る
差

別
や

偏
見

，
無

関
心

が
生

じ
な

い
よ

う
に

，
日

々
の

生
活

を
指

導
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
。

い
じ

め
が

生
じ

る
原

因
と

こ
れ

を
防

止
す

る
た

め
に

試
み

ら
れ

た
様

々
な

取
り

組
み

に
関

す
る

情
報

を
日

々
の

生
徒

指
導

の
場

面
で

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
。

い
じ

め
が

生
じ

る
原

因
と

こ
れ

を
防

止
す

る
対

策
に

関
し

て
の

基
礎

的
な

知
識

を
習

得
し

，
日

々
の

生
徒

指
導

の
場

面
で

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
。

７
）

い
じ

め
防

止
対

策

２
２

６
.７

％
２

３
５

５
.６

％
３

４
２

.２
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

生
徒
指
導
力
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
高
等
学
校
）



−８７−

１
年

後
の

自
己

評
価

研
修

で
有

効
だ

っ
た

こ
と

現
時

点
で

の
自

己
評

価
４

３
２

１

２
．

意
図

的
，

計
画

的
な

生
徒

指
導

（
道

徳
・

特
別

活
動

・
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
）

１

８
.９

％

２
６

.７
％

１
子

ど
も

た
ち

が
教

師
や

他
の

子
ど

も
た

ち
と

相
互

に
か

か
わ

り
な

が
ら

，
自

分
自

身
の

生
き

方
を

反
省

的
に

見
つ

め
直

し
，

よ
り

豊
か

に
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

学
習

指
導

場
面

を
具

体
的

に
構

想
し

，
実

践
に

至
る

ま
で

の
工

夫
を

若
手

教
員

に
例

示
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

が
他

者
と

と
も

に
生

活
し

な
が

ら
，

自
分

の
生

き
方

や
職

業
観

，
勤

労
観

を
豊

か
に

し
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
指

導
内

容
を

自
立

的
に

開
発

し
，

子
ど

も
た

ち
が

自
分

自
身

の
生

活
を

よ
り

適
正

な
も

の
に

改
善

し
て

い
く

よ
う

に
指

導
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
。

優
れ

た
実

践
事

例
を

参
考

に
し

な
が

ら
，

子
ど

も
た

ち
の

生
活

状
況

に
あ

っ
た

学
習

課
題

を
設

定
し

，
子

ど
も

た
ち

が
自

分
の

生
き

方
を

考
え

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

指
導

計
画

を
立

案
し

，
実

践
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

道
徳

や
特

別
活

動
，

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

趣
旨

を
理

解
し

，
子

ど
も

た
ち

が
自

分
の

生
き

方
を

考
え

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

指
導

計
画

を
立

案
し

，
実

践
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

１
）

生
き

方

２
４

０
.０

％
２

３
３

３
.３

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

８
.９

％

２
６

.７
％

１
学

校
の

危
機

管
理

や
衛

生
管

理
に

関
す

る
基

礎
的

な
知

識
を

習
得

し
，

子
ど

も
た

ち
の

健
康

と
安

全
を

保
証

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
学

校
運

営
を

具
体

的
に

提
案

し
，

若
手

教
員

に
指

導
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
の

生
活

状
況

を
ふ

ま
え

な
が

ら
，

健
康

や
安

全
に

関
す

る
子

ど
も

た
ち

の
意

識
を

高
め

さ
せ

る
よ

う
な

指
導

内
容

を
自

立
的

に
開

発
し

，
子

ど
も

た
ち

が
自

分
自

身
の

生
活

を
改

善
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

指
導

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

他
の

教
員

の
助

言
や

情
報

を
参

考
に

し
な

が
ら

，
子

ど
も

た
ち

に
健

康
や

安
全

に
関

す
る

意
識

を
高

め
さ

せ
る

よ
う

な
指

導
内

容
を

開
発

し
，

子
ど

も
た

ち
が

自
分

自
身

の
生

活
を

改
善

し
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
指

導
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
の

健
康

や
安

全
に

関
わ

る
基

礎
的

な
知

識
を

習
得

し
，

子
ど

も
た

ち
自

身
が

健
康

管
理

や
安

全
に

関
す

る
意

識
を

高
め

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

指
導

を
実

践
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

２
）

健
康

・
安

全

２
５

３
.３

％
２

３
２

０
.０

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

４
.４

％

８
.９

％
１

学
校

行
事

の
趣

旨
が

全
教

員
に

理
解

さ
れ

る
よ

う
に

，
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

示
し

，
子

ど
も

た
ち

の
取

り
組

み
が

最
適

な
も

の
に

な
る

よ
う

に
助

言
や

支
援

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

学
校

行
事

の
趣

旨
を

子
ど

も
た

ち
に

理
解

さ
せ

て
，

子
ど

も
た

ち
が

様
々

な
活

動
を

通
し

て
他

者
と

か
か

わ
り

，
自

分
自

身
を

豊
か

に
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

指
導

し
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

。

学
校

行
事

の
趣

旨
を

理
解

し
，

他
の

教
員

の
助

言
や

情
報

を
参

考
に

し
な

が
ら

，
子

ど
も

た
ち

が
積

極
的

に
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

指
導

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

先
輩

教
員

の
示

唆
に

基
づ

い
て

学
校

行
事

の
趣

旨
を

理
解

し
，

子
ど

も
た

ち
が

積
極

的
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
指

導
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

３
）

学
校

行
事

２
４

０
.０

％
２

３
４

４
.４

％
３

４
６

.７
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

４
.４

％

１
５

.６
％

１
子

ど
も

た
ち

が
記

述
し

た
報

告
文

を
解

釈
す

る
方

法
と

，
対

話
的

な
指

導
を

展
開

し
て

い
く

方
法

を
若

手
教

員
に

具
体

的
に

例
示

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
ど

も
た

ち
が

自
分

自
身

の
生

き
方

を
見

つ
め

直
す

た
め

に
記

述
し

た
報

告
文

を
的

確
に

評
価

し
，

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

に
対

し
て

，
対

話
的

な
指

導
に

よ
っ

て
適

正
な

助
言

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

他
の

教
員

の
助

言
や

情
報

を
参

考
に

し
な

が
ら

，
子

ど
も

た
ち

が
記

述
し

た
報

告
文

の
内

容
を

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

の
生

活
状

況
を

ふ
ま

え
な

が
ら

理
解

し
，

適
切

な
助

言
を

与
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

子
ど

も
た

ち
が

記
述

し
た

報
告

文
の

内
容

を
子

ど
も

た
ち

一
人

ひ
と

り
の

生
活

状
況

を
ふ

ま
え

な
が

ら
理

解
し

，
適

切
な

助
言

を
与

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

４
）

子
ど

も
た

ち
の

自
己

評

価
活

動
と

対

話
的

指
導

２
６

０
.０

％
２

３
２

０
.０

％
３

４
４

.４
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

３
．

必
要

に
応

じ
て

展
開

さ
れ

る
生

徒
指

導

１

２
８

.９
％

６
.７

％
１

子
ど

も
た

ち
と

教
員

の
対

話
が

適
切

に
行

わ
れ

る
よ

う
な

環
境

を
整

備
し

，
若

手
教

員
の

た
め

に
，

教
育

相
談

の
基

本
的

な
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

提
示

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

悩
み

や
不

安
を

抱
い

て
い

る
子

ど
も

た
ち

の
状

況
を

的
確

に
把

握
し

，
問

題
の

解
決

へ
の

道
筋

を
適

切
に

指
導

・
助

言
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

他
の

教
員

の
助

言
や

情
報

を
参

考
に

し
な

が
ら

，
子

ど
も

た
ち

が
安

心
し

て
相

談
す

る
こ

と
が

で
き

る
場

を
工

夫
し

，
子

ど
も

た
ち

一
人

ひ
と

り
の

思
い

を
理

解
し

な
が

ら
，

適
切

な
助

言
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。

先
輩

教
員

の
示

唆
に

基
づ

い
て

，
子

ど
も

た
ち

が
安

心
し

て
相

談
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

場
を

工
夫

し
，

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

の
思

い
を

理
解

し
な

が
ら

，
適

切
な

助
言

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

１
）

教
育

相
談

２
５

７
.８

％
２

３
３

５
.６

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

２
８

.９
％

４
４

.４
％

１
特

別
支

援
教

育
を

必
要

と
す

る
子

ど
も

た
ち

の
保

護
者

と
教

員
，

関
係

機
関

の
専

門
員

が
連

携
し

，
協

同
的

に
個

別
の

教
育

支
援

計
画

や
個

別
の

指
導

計
画

を
工

夫
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

環
境

に
配

慮
し

，
助

言
や

支
援

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

障
害

を
も

つ
子

ど
も

の
生

活
状

況
や

将
来

へ
の

願
い

を
的

確
に

把
握

し
，

個
別

の
教

育
支

援
計

画
や

個
別

の
指

導
計

画
を

立
案

し
，

そ
の

子
ど

も
が

自
立

的
に

生
活

を
展

開
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

適
正

な
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。

発
達

障
害

や
そ

の
他

の
障

害
を

も
つ

子
ど

も
た

ち
の

障
害

の
状

況
や

本
人

と
保

護
者

の
願

い
を

的
確

に
把

握
し

，
先

輩
教

員
の

助
言

を
受

け
な

が
ら

，
個

別
の

教
育

支
援

計
画

や
個

別
の

指
導

計
画

を
立

案
し

，
特

別
支

援
を

実
際

に
展

開
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
。

発
達

障
害

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

を
習

得
し

，
先

輩
教

員
の

支
援

を
受

け
な

が
ら

，
障

害
を

持
つ

子
ど

も
の

た
め

に
構

想
さ

れ
る

個
別

の
教

育
支

援
計

画
や

個
別

の
指

導
計

画
を

立
案

し
，

特
別

支
援

を
実

際
に

展
開

し
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

。

２
）

特
別

支
援

教
育

２
４

６
.７

％
２

３
６

.７
％

３

４
２

.２
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

２
６

.７
％

３
１

.１
％

１
問

題
行

動
を

起
こ

し
た

子
ど

も
の

背
景

に
あ

る
事

情
と

問
題

行
動

の
直

接
的

な
原

因
を

当
該

の
教

員
と

連
携

し
な

が
ら

的
確

に
把

握
し

，
具

体
的

な
相

談
や

治
療

，
指

導
の

方
針

を
助

言
し

，
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

問
題

行
動

を
起

こ
し

た
子

ど
も

の
背

景
に

あ
る

事
情

と
問

題
行

動
の

直
接

的
な

原
因

を
的

確
に

把
握

し
，

相
談

，
治

療
，

指
導

を
通

し
て

，
自

立
的

な
反

省
や

更
正

を
促

す
よ

う
に

指
導

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

ス
ク

ー
ル

リ
ー

ダ
ー

か
ら

示
唆

を
受

け
な

が
ら

，
問

題
行

動
を

起
こ

し
た

子
ど

も
へ

の
相

談
，

治
療

，
指

導
を

行
い

，
そ

の
子

ど
も

に
対

し
て

，
自

立
的

な
反

省
や

更
正

を
促

す
よ

う
に

指
導

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

子
ど

も
の

問
題

行
動

に
対

処
す

る
た

め
に

必
要

と
さ

れ
る

基
礎

的
な

知
識

を
習

得
し

，
先

輩
教

員
の

支
援

を
受

け
な

が
ら

，
相

談
や

治
療

，
指

導
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
３

）
問

題
行

動

２
３

１
.１

％
２

３
３

１
.１

％
３

４
６

.７
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答



−８８−

１
年

後
の

自
己

評
価

研
修

で
有

効
だ

っ
た

こ
と

現
時

点
で

の
自

己
評

価
４

３
２

１

４
．

子
ど

も
た

ち
へ

の
評

価
と

査
定

１

１
１

.１
％

２
６

.７
％

１
子

ど
も

た
ち

の
行

動
を

観
察

し
，

そ
の

気
づ

き
を

記
録

し
て

い
く

若
手

教
員

に
対

し
て

，
留

意
す

る
べ

き
事

項
を

具
体

的
に

助
言

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

保
護

者
や

他
の

教
員

か
ら

の
情

報
を

参
考

に
し

な
が

ら
，

子
ど

も
た

ち
一

人
ひ

と
り

の
日

々
の

行
動

か
ら

，
生

活
状

況
に

関
す

る
気

づ
き

と
課

題
を

記
録

し
，

子
ど

も
た

ち
の

生
活

が
よ

り
豊

か
な

も
の

に
改

善
さ

れ
る

よ
う

に
助

言
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

保
護

者
や

他
の

教
員

か
ら

の
情

報
を

参
考

に
し

な
が

ら
，

子
ど

も
た

ち
の

具
体

的
な

行
動

か
ら

子
ど

も
た

ち
の

生
活

状
況

を
記

録
し

，
よ

り
豊

か
な

生
き

方
を

目
指

す
た

め
に

必
要

と
さ

れ
る

課
題

を
明

確
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

先
輩

教
員

の
助

言
や

保
護

者
か

ら
の

情
報

を
参

考
に

し
な

が
ら

，
子

ど
も

た
ち

の
具

体
的

な
行

動
か

ら
子

ど
も

た
ち

の
生

活
状

況
を

公
正

に
把

握
し

，
記

録
に

残
す

こ
と

が
で

き
る

。

１
）

子
ど

も
た

ち
の

生
活

状

況
に

関
す

る

気
づ

き
の

記

録

２
４

２
.２

％
２

３
２

８
.９

％
３

４
２

.２
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

６
.７

％

１
７

.８
％

１
若

手
教

員
が

子
ど

も
た

ち
の

生
活

お
よ

び
行

動
の

記
録

や
所

見
通

信
票

や
指

導
要

録
に

適
正

に
記

述
し

，
説

明
責

任
の

あ
る

査
定

が
で

き
る

よ
う

に
助

言
や

例
示

，
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。

子
ど

も
た

ち
が

記
述

し
た

報
告

文
や

日
々

の
生

活
行

動
の

観
察

記
録

に
基

づ
い

て
，

通
信

票
や

指
導

要
録

の
生

活
及

び
行

動
の

記
録

や
所

見
を

適
正

に
記

述
し

，
説

明
責

任
を

明
ら

か
に

す
る

と
同

時
に

，
保

護
者

と
の

連
携

や
生

徒
指

導
に

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
。

他
の

教
員

か
ら

の
情

報
を

参
考

に
し

な
が

ら
，

子
ど

も
た

ち
が

記
述

し
た

報
告

文
や

日
々

の
生

活
行

動
の

観
察

記
録

に
基

づ
い

て
，

通
信

票
や

指
導

要
録

の
生

活
及

び
行

動
の

記
録

や
所

見
を

適
正

に
記

述
し

，
生

徒
指

導
に

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
。

先
輩

教
員

の
助

言
を

受
け

な
が

ら
，

子
ど

も
た

ち
が

記
述

し
た

報
告

文
や

日
々

の
生

活
行

動
の

観
察

記
録

に
基

づ
い

て
，

通
信

票
や

指
導

要
録

の
生

活
及

び
行

動
の

記
録

や
所

見
を

適
正

に
記

述
し

，
生

徒
指

導
に

生
か

す
こ

と
が

で
き

る

２
）

評
価

と
査

定

２
５

３
.３

％
２

３
２

８
.９

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答



−８９−

１
年

後
の

自
己

評
価

研
修

で
有

効
だ

っ
た

こ
と

現
時

点
で

の
自

己
評

価
４

３
２

１

１
．

校
内

に
お

け
る

協
働

１

０
.０

％

１
３

.８
％

１
学

校
教

育
目

標
の

達
成

に
向

け
て

，
自

ら
の

校
務

を
分

掌
で

き
る

と
と

も
に

，
他

の
校

務
分

掌
に

つ
い

て
も

把
握

し
，

そ
の

担
当

者
に

必
要

な
助

言
・

指
導

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

校
務

の
全

体
像

を
，

学
校

教
育

目
標

と
関

係
づ

け
て

理
解

し
，

自
ら

担
当

し
て

い
る

校
務

分
掌

が
，

学
校

教
育

目
標

の
実

現
に

寄
与

し
て

い
る

か
考

え
て

実
践

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

自
ら

担
当

し
て

い
る

校
務

分
掌

を
，

責
任

を
も

っ
て

遂
行

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
自

ら
担

当
し

て
い

る
校

務
分

掌
を

，
校

務
主

任
や

先
輩

教
員

に
相

談
し

な
が

ら
遂

行
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

１
）

校
務

分
掌

２
６

９
.０

％
２

３
１

０
.３

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
６

.９
％

無
回

答

１

１
３

.８
％

３
.４

％
１

教
科

等
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
構

想
し

た
り

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
基

づ
い

た
実

践
を

遂
行

す
る

た
め

に
，

管
理

職
や

同
僚

と
協

働
し

た
り

，
他

の
教

員
を

指
導

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

児
童

・
生

徒
の

教
科

等
に

お
け

る
学

習
を

支
援

す
る

方
策

を
企

画
・

立
案

す
る

た
め

に
，

管
理

職
や

同
僚

と
協

働
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

児
童

・
生

徒
の

教
科

等
に

お
け

る
学

習
を

支
援

す
る

た
め

，
管

理
職

や
同

僚
と

連
携

を
密

に
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

児
童

・
生

徒
の

教
科

等
に

お
け

る
学

習
を

支
援

す
る

た
め

，
教

科
主

任
や

先
輩

教
員

に
，

進
ん

で
相

談
し

た
り

，
指

導
を

受
け

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
２

）
教

科
等

に

お
け

る
協

働

２
５

５
.２

％
２

３
３

４
.５

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
６

.９
％

無
回

答

１

２
０

.７
％

３
.４

％
１

学
校

運
営

の
観

点
か

ら
，

児
童

・
生

徒
の

よ
り

良
い

人
間

形
成

の
た

め
に

管
理

職
や

同
僚

と
協

働
し

た
り

，
他

の
教

員
を

指
導

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
校

全
体

を
視

野
に

入
れ

な
が

ら
，

児
童

・
生

徒
の

よ
り

良
い

人
間

形
成

の
た

め
に

管
理

職
や

同
僚

と
協

働
す

る
と

と
も

に
，

学
校

の
方

針
や

具
体

的
な

方
策

を
提

案
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

児
童

・
生

徒
の

よ
り

よ
い

人
間

形
成

の
た

め
，

管
理

職
や

同
僚

と
連

携
を

密
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

児
童

・
生

徒
の

よ
り

よ
い

人
間

形
成

の
た

め
，

学
年

主
任

や
先

輩
教

員
に

，
進

ん
で

相
談

し
た

り
指

導
を

受
け

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
３

）
生

徒
指

導

に
お

け
る

協

働

２
７

５
.９

％
２

３
１

３
.８

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
６

.９
％

無
回

答

１

６
.９

％

０
.０

％
１

円
滑

な
学

校
運

営
の

た
め

に
，

人
間

関
係

を
調

整
す

る
な

ど
職

場
環

境
を

整
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
校

教
育

目
標

の
達

成
に

向
け

て
，

他
の

教
員

と
円

滑
な

関
係

を
築

い
た

り
，

人
間

関
係

を
調

整
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
校

教
育

目
標

の
達

成
に

向
け

て
，

他
の

教
員

と
円

滑
な

関
係

を
築

く
こ

と
が

で
き

る
。

他
の

教
員

と
協

働
し

て
，

教
育

活
動

に
携

る
こ

と
が

で
き

る
。

４
）

連
携

し
よ

う
と

す
る

態

度

２
４

１
.４

％
２

３
４

８
.３

％
３

４
３

.４
％

４

無
回

答
６

.９
％

無
回

答

２
．

保
護

者
・

地
域

と
の

協
働

１

６
.９

％

１
０

.３
％

１
学

校
教

育
目

標
の

達
成

に
向

け
て

，
地

域
の

良
さ

を
理

解
し

，
保

護
者

や
地

域
の

人
，

各
種

専
門

機
関

（
医

療
機

関
，

大
学

な
ど

）
と

円
滑

な
関

係
を

築
き

，
進

ん
で

地
域

に
貢

献
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
校

教
育

目
標

の
達

成
に

向
け

て
，

地
域

の
良

さ
を

理
解

し
，

保
護

者
や

地
域

の
人

，
各

種
専

門
機

関
（

医
療

機
関

，
大

学
な

ど
）

と
円

滑
な

関
係

を
築

く
こ

と
が

で
き

る
。

児
童

・
生

徒
の

よ
り

よ
い

学
び

や
成

長
の

た
め

に
，

地
域

の
良

さ
を

理
解

し
，

保
護

者
や

地
域

の
人

と
連

携
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

保
護

者
と

連
携

を
取

り
な

が
ら

児
童

・
生

徒
の

成
長

を
支

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
１

）
保

護
者

・

地
域

等
と

の

連
携

２
６

９
.０

％
２

３
１

３
.８

％
３

４
０

.０
％

４

無
回

答
６

.９
％

無
回

答

１

０
.０

％

８
２

.８
％

１
保

護
者

や
地

域
の

人
の

学
校

に
対

す
る

想
い

を
聴

き
，

受
け

と
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

２
）

連
携

し
よ

う
と

す
る

態

度

２
０

.０
％

２

３
０

.０
％

３

４
０

.０
％

４

無
回

答
１

７
.２

％
無

回
答

協
働
力
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
（
小
学
校
）



−９０−

１
年

後
の

自
己

評
価

研
修

で
有

効
だ

っ
た

こ
と

現
時

点
で

の
自

己
評

価
４

３
２

１

１
．

校
内

に
お

け
る

協
働

１

８
.６

％

２
２

.９
％

１
学

校
教

育
目

標
の

達
成

に
向

け
て

，
自

ら
の

校
務

を
分

掌
で

き
る

と
と

も
に

，
他

の
校

務
分

掌
に

つ
い

て
も

把
握

し
，

そ
の

担
当

者
に

必
要

な
助

言
・

指
導

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

校
務

の
全

体
像

を
，

学
校

教
育

目
標

と
関

係
づ

け
て

理
解

し
，

自
ら

担
当

し
て

い
る

校
務

分
掌

が
，

学
校

教
育

目
標

の
実

現
に

寄
与

し
て

い
る

か
考

え
て

実
践

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

自
ら

担
当

し
て

い
る

校
務

分
掌

を
，

責
任

を
も

っ
て

遂
行

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
自

ら
担

当
し

て
い

る
校

務
分

掌
を

，
校

務
主

任
や

先
輩

教
員

に
相

談
し

な
が

ら
遂

行
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

１
）

校
務

分
掌

２
５

７
.１

％
２

３
１

７
.１

％
３

４
２

.９
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

２
８

.６
％

８
.６

％
１

教
科

等
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
構

想
し

た
り

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
基

づ
い

た
実

践
を

遂
行

す
る

た
め

に
，

管
理

職
や

同
僚

と
協

働
し

た
り

，
他

の
教

員
を

指
導

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

児
童

・
生

徒
の

教
科

等
に

お
け

る
学

習
を

支
援

す
る

方
策

を
企

画
・

立
案

す
る

た
め

に
，

管
理

職
や

同
僚

と
協

働
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

児
童

・
生

徒
の

教
科

等
に

お
け

る
学

習
を

支
援

す
る

た
め

，
管

理
職

や
同

僚
と

連
携

を
密

に
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

児
童

・
生

徒
の

教
科

等
に

お
け

る
学

習
を

支
援

す
る

た
め

，
教

科
主

任
や

先
輩

教
員

に
，

進
ん

で
相

談
し

た
り

，
指

導
を

受
け

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
２

）
教

科
等

に

お
け

る
協

働

２
５

７
.１

％
２

３
３

１
.４

％
３

４
２

.９
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

４
２

.９
％

０
.０

％
１

学
校

運
営

の
観

点
か

ら
，

児
童

・
生

徒
の

よ
り

良
い

人
間

形
成

の
た

め
に

管
理

職
や

同
僚

と
協

働
し

た
り

，
他

の
教

員
を

指
導

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
校

全
体

を
視

野
に

入
れ

な
が

ら
，

児
童

・
生

徒
の

よ
り

良
い

人
間

形
成

の
た

め
に

管
理

職
や

同
僚

と
協

働
す

る
と

と
も

に
，

学
校

の
方

針
や

具
体

的
な

方
策

を
提

案
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

児
童

・
生

徒
の

よ
り

よ
い

人
間

形
成

の
た

め
，

管
理

職
や

同
僚

と
連

携
を

密
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

児
童

・
生

徒
の

よ
り

よ
い

人
間

形
成

の
た

め
，

学
年

主
任

や
先

輩
教

員
に

，
進

ん
で

相
談

し
た

り
指

導
を

受
け

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
３

）
生

徒
指

導

に
お

け
る

協

働

２
６

８
.６

％
２

３
２

８
.６

％
３

４
２

.９
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

１
４

.３
％

８
.６

％
１

円
滑

な
学

校
運

営
の

た
め

に
，

人
間

関
係

を
調

整
す

る
な

ど
職

場
環

境
を

整
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
校

教
育

目
標

の
達

成
に

向
け

て
，

他
の

教
員

と
円

滑
な

関
係

を
築

い
た

り
，

人
間

関
係

を
調

整
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
校

教
育

目
標

の
達

成
に

向
け

て
，

他
の

教
員

と
円

滑
な

関
係

を
築

く
こ

と
が

で
き

る
。

他
の

教
員

と
協

働
し

て
，

教
育

活
動

に
携

る
こ

と
が

で
き

る
。

４
）

連
携

し
よ

う
と

す
る

態

度

２
２

８
.６

％
２

３
６

０
.０

％
３

４
２

.９
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

２
．

保
護

者
・

地
域

と
の

協
働

１

２
５

.７
％

１
４

.３
％

１
学

校
教

育
目

標
の

達
成

に
向

け
て

，
地

域
の

良
さ

を
理

解
し

，
保

護
者

や
地

域
の

人
，

各
種

専
門

機
関

（
医

療
機

関
，

大
学

な
ど

）
と

円
滑

な
関

係
を

築
き

，
進

ん
で

地
域

に
貢

献
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
校

教
育

目
標

の
達

成
に

向
け

て
，

地
域

の
良

さ
を

理
解

し
，

保
護

者
や

地
域

の
人

，
各

種
専

門
機

関
（

医
療

機
関

，
大

学
な

ど
）

と
円

滑
な

関
係

を
築

く
こ

と
が

で
き

る
。

児
童

・
生

徒
の

よ
り

よ
い

学
び

や
成

長
の

た
め

に
，

地
域

の
良

さ
を

理
解

し
，

保
護

者
や

地
域

の
人

と
連

携
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

保
護

者
と

連
携

を
取

り
な

が
ら

児
童

・
生

徒
の

成
長

を
支

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
１

）
保

護
者

・

地
域

等
と

の

連
携

２
６

２
.９

％
２

３
２

０
.０

％
３

４
２

.９
％

４

無
回

答
０

.０
％

無
回

答

１

２
０

.０
％

９
１

.４
％

１
保

護
者

や
地

域
の

人
の

学
校

に
対

す
る

想
い

を
聴

き
，

受
け

と
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

２
）

連
携

し
よ

う
と

す
る

態

度

２
０

.０
％

２

３
０

.０
％

３

４
０

.０
％

４

無
回

答
８

.６
％

無
回

答

協
働
力
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
（
中
学
校
）



−９１−

１
年

後
の

自
己

評
価

研
修

で
有

効
だ

っ
た

こ
と

現
時

点
で

の
自

己
評

価
４

３
２

１

１
．

校
内

に
お

け
る

協
働

１

６
.７

％

２
４

.４
％

１
学

校
教

育
目

標
の

達
成

に
向

け
て

，
自

ら
の

校
務

を
分

掌
で

き
る

と
と

も
に

，
他

の
校

務
分

掌
に

つ
い

て
も

把
握

し
，

そ
の

担
当

者
に

必
要

な
助

言
・

指
導

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

校
務

の
全

体
像

を
，

学
校

教
育

目
標

と
関

係
づ

け
て

理
解

し
，

自
ら

担
当

し
て

い
る

校
務

分
掌

が
，

学
校

教
育

目
標

の
実

現
に

寄
与

し
て

い
る

か
考

え
て

実
践

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

自
ら

担
当

し
て

い
る

校
務

分
掌

を
，

責
任

を
も

っ
て

遂
行

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
自

ら
担

当
し

て
い

る
校

務
分

掌
を

，
校

務
主

任
や

先
輩

教
員

に
相

談
し

な
が

ら
遂

行
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

１
）

校
務

分
掌

２
３

７
.８

％
２

３
２

８
.９

％
３

４
４

.４
％

４

無
回

答
４

.４
％

無
回

答

１

８
.９

％

２
８

.９
％

１
教

科
等

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

構
想

し
た

り
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

基
づ

い
た

実
践

を
遂

行
す

る
た

め
に

，
管

理
職

や
同

僚
と

協
働

し
た

り
，

他
の

教
員

を
指

導
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

児
童

・
生

徒
の

教
科

等
に

お
け

る
学

習
を

支
援

す
る

方
策

を
企

画
・

立
案

す
る

た
め

に
，

管
理

職
や

同
僚

と
協

働
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

児
童

・
生

徒
の

教
科

等
に

お
け

る
学

習
を

支
援

す
る

た
め

，
管

理
職

や
同

僚
と

連
携

を
密

に
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

児
童

・
生

徒
の

教
科

等
に

お
け

る
学

習
を

支
援

す
る

た
め

，
教

科
主

任
や

先
輩

教
員

に
，

進
ん

で
相

談
し

た
り

，
指

導
を

受
け

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
２

）
教

科
等

に

お
け

る
協

働

２
２

６
.７

％
２

３
３

７
.８

％
３

４
２

.２
％

４

無
回

答
４

.４
％

無
回

答

１

２
０

.０
％

８
.９

％
１

学
校

運
営

の
観

点
か

ら
，

児
童

・
生

徒
の

よ
り

良
い

人
間

形
成

の
た

め
に

管
理

職
や

同
僚

と
協

働
し

た
り

，
他

の
教

員
を

指
導

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
校

全
体

を
視

野
に

入
れ

な
が

ら
，

児
童

・
生

徒
の

よ
り

良
い

人
間

形
成

の
た

め
に

管
理

職
や

同
僚

と
協

働
す

る
と

と
も

に
，

学
校

の
方

針
や

具
体

的
な

方
策

を
提

案
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

児
童

・
生

徒
の

よ
り

よ
い

人
間

形
成

の
た

め
，

管
理

職
や

同
僚

と
連

携
を

密
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

児
童

・
生

徒
の

よ
り

よ
い

人
間

形
成

の
た

め
，

学
年

主
任

や
先

輩
教

員
に

，
進

ん
で

相
談

し
た

り
指

導
を

受
け

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
３

）
生

徒
指

導

に
お

け
る

協

働

２
５

７
.８

％
２

３
２

４
.４

％
３

４
４

.４
％

４

無
回

答
４

.４
％

無
回

答

１

４
.４

％

１
１

.１
％

１
円

滑
な

学
校

運
営

の
た

め
に

，
人

間
関

係
を

調
整

す
る

な
ど

職
場

環
境

を
整

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
校

教
育

目
標

の
達

成
に

向
け

て
，

他
の

教
員

と
円

滑
な

関
係

を
築

い
た

り
，

人
間

関
係

を
調

整
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
校

教
育

目
標

の
達

成
に

向
け

て
，

他
の

教
員

と
円

滑
な

関
係

を
築

く
こ

と
が

で
き

る
。

他
の

教
員

と
協

働
し

て
，

教
育

活
動

に
携

る
こ

と
が

で
き

る
。

４
）

連
携

し
よ

う
と

す
る

態

度

２
２

８
.９

％
２

３
５

１
.１

％
３

４
４

.４
％

４

無
回

答
４

.４
％

無
回

答

２
．

保
護

者
・

地
域

と
の

協
働

１

６
.７

％

２
６

.７
％

１
学

校
教

育
目

標
の

達
成

に
向

け
て

，
地

域
の

良
さ

を
理

解
し

，
保

護
者

や
地

域
の

人
，

各
種

専
門

機
関

（
医

療
機

関
，

大
学

な
ど

）
と

円
滑

な
関

係
を

築
き

，
進

ん
で

地
域

に
貢

献
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
校

教
育

目
標

の
達

成
に

向
け

て
，

地
域

の
良

さ
を

理
解

し
，

保
護

者
や

地
域

の
人

，
各

種
専

門
機

関
（

医
療

機
関

，
大

学
な

ど
）

と
円

滑
な

関
係

を
築

く
こ

と
が

で
き

る
。

児
童

・
生

徒
の

よ
り

よ
い

学
び

や
成

長
の

た
め

に
，

地
域

の
良

さ
を

理
解

し
，

保
護

者
や

地
域

の
人

と
連

携
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

保
護

者
と

連
携

を
取

り
な

が
ら

児
童

・
生

徒
の

成
長

を
支

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
１

）
保

護
者

・

地
域

等
と

の

連
携

２
５

１
.１

％
２

３
１

５
.６

％
３

４
２

.２
％

４

無
回

答
４

.４
％

無
回

答

１

２
.２

％

８
４

.４
％

１
保

護
者

や
地

域
の

人
の

学
校

に
対

す
る

想
い

を
聴

き
，

受
け

と
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

２
）

連
携

し
よ

う
と

す
る

態

度

２
０

.０
％

２

３
２

.２
％

３

４
０

.０
％

４

無
回

答
１

３
.３

％
無

回
答

協
働
力
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
（
高
等
学
校
）
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